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大谷文楽公演 今年は岩谷小学校で岩谷っ子まつりとあわせて公演し、約100人

の方が観賞されました。
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人口 3,360人 (-8)

男 1,628人 (-4)

女 1,7 3 2人 (-4)

世帯数 1, 0 1 6器(-3)

（平成7年10月31日現在）



？。前。領） 自然を大切にして 美しいまちをつくります （町民憲章） 鰯黎尋 (2)

［一般会計決算状況 ［

2,845 

16,813 

16,955 

20,663 

51,754 

106,569 

繰越金 土木費

町 税 災害復旧費

県支出金 公債費 575,861 

904,400 町 債 総務費 710,779 

1,064,411 国庫支出金 農林水産費 864,812 

27,373 

58,329 

73,790 

97,892 

1,669,003 I地方交付税11民生費11,109,319

15億 10億 5億 （単位：千円） 5億 10億

歳入総額

1世帯当り歳入

1人当り歳入

48億2,860万円

4,771,344円

1,431,969円

歳出総額

1世帯当り歳出

1人当り歳出

46億5,326万円

4,598,081円

1,379,970円

平成7年 3月31日現在世帯数、人口による。
1,012世帯、 3,372人で算出

l 町民の負担の概況〗 ＿特別会計決算状況

円
円
1

1
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円
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（単位：千円）

事項 歳 入 歳 出 差引額会計

国民健康保険
274,999 235,651 39,348 

特 別 会 計

簡 易 水 道
455,238 444,459 10,779 

特 別 会 計

住宅新築資金等
3,205 3,204 1 

貸付特別会計

老 人 保 健
397,638 397,600 38 

特 別 会 計

計 1,131,080 1,080,914 50,166 



(3) 7/。前。領） 思いやりの心を育て 人にやさしいまちをつくります （町民憲章） 鯛麟

, .• :-=-・っ日日～匹►孤こ旦芦

|＼町有財産の状況ロ
維持補修費

57,472刊(1.2%)

扶助費

I＼一般会計歳出の性質別分類〗

種 別

山 林

宅 地 等

建 物

計

種 別

財政調整基金

減 債 基 金

産業振興基金

福 祉 基 金

教育振興基金

水と土保全基金

土地開発基金

その他の基金

出 資 金

計

面 積

644,242 m 2 

294,231 

50,716 

989,189 

金 額

488,000 ffl 

149,460 

118,800 

138,658 

33,200 

5,067 

91,000 

67,130 

64,927 

1,156,242 

13,623祖 (0.3%)

積立金

208,067祖 (4.5%)

繰出金

104,322祖 (2.2%)

貸付投資及び出資金

16, 246ff'l (0.4%) 
補助費
198,926祠
(4.3%) 

|＼町民の負担と支出〕

町税収入

195,276刑

※町民 1人当り

58千円

l公債費の状況 □ ＆ 
区
借入先 件借入数

分

大蔵省 71件
． 

郵 政省 18 
，般
肱川農協 3 
会

計
その他 14 

／」ヽ 計 106 

特 大蔵省 8 

喜郵政省 12 
計 小 計 20 

合 計 126 

地方債現在高

3,566,678 千円

909,351 

359,100 

465,385 

5,300,514 

319,291 

59,230 

378,521 

5,679,035 

平 7年 5月31日現在

1世帯当り額 1人当り額

3,524,385 
円
1,057,734 

円

898,568 269,677 

354,842 106,495 

459,867 138,014 

5,237,662 1,571,920 

315,505 94,689 

58,528 17,565 

374,033 112,254 

5,611,695 1,684,174 

着々と整備が進む

道野尾公営住宅



尻前。領） 一人ひとりが健康を守り 明るいまちをつくります （町民憲章） 霧麟 (4) 

近
年
、
環
境
問
題
が
様
々
な
分
野

に
お
い
て
地
球
的
規
模
で
取
り
上
げ

ら
れ
、
各
種
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
し
て

も
地
球
に
や
さ
し
い
ク
リ
ー
ソ
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
特
に

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
す
る
研
究

開
発
が
各
方
面
で
真
剣
に
取
り
組
ま

れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
エ
ネ
ト
ピ
ア
ア
イ
ラ
ソ
ド

構
想
に
基
づ
ぎ
風
力
や
太
陽
光
及
び

太
陽
熱
利
用
に
よ
る
発
電
施
設
の
実

験
検
証
が
進
め
ら
れ
て
い
る
沖
縄
県

宮
古
島
の
平
良
市
に
お
い
て
、
十
一

月
二
十
六
日
か
ら
二
十
八
日
ま
で
の

三
日
間
、

「
風
」
を
核
に
地
域
お
こ
し

を
し
て
い
る
地
方
自
治
体
、
北
海
道

か
ら
宮
古
ま
で
全
国
各
地
十
五
の
市

町
村
及
び
風
カ

・
太
陽
光
発
電
関
連

の
研
究
者
、
民
間
事
業
者
の
関
係
者

宮古の「風」世界へ

共同宣言で「風活用」誓う

“2回奎國風バッy匂

み

関係者一堂に会し活発討議

多
数
が
一
堂
に
参
加
し
、
第
二
回

『
全
国
風
サ
ミ
ッ

ト
』
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

主
催
者
を
代
表
さ
れ
地
元
平
良
市

の
伊
志
嶺
亮
市
長
と
日
本
風
カ
エ
ネ

ル
ギ
ー
協
会
の
牛
山
泉
副
会
長
（
足

利
工
大
教
授
）
よ
り
歓
迎
の
挨
拶
が

あ
り
、
サ
ミ
ッ
ト
の
開
催
意
義
を
強

調
す
る
と
と
も
に
、
風
エ
ネ
ル
ギ
ー

活
用
に
向
け
て
の
協
力
を
呼
び
掛
け

ら
れ
ま
し
た
。

シ
ソ
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
芝
浦
工
大

の
平
田
賢
教
授
を
講
師
に
「
地
球
環

....... 

全国の自治体代表の皆さん

サ
ミ
ッ
ト
の
最
後
に
「
地
球
に
や

さ
し
く
環
境
を
守
る
た
め
、
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
風
の
活
用
に
な
お

一
層
努
力
し
、
国
内
、
世
界
に
啓
蒙

普
及
す
る
こ
と
を
誓
う
」
旨
の
風
サ 閉会宣言を行う和気対策室長

境
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
」と
題
し
た
基
調

講
演
、
通
産
省
機
械
技
術
研
究
所
の

松
宮
輝
首
席
研
究
官
を
講
師
に
「
島

の
風
•

世
界
の
風
」
と
題
し
て
、
記

念
講
演
が
行
わ
れ
引
き
続
き
、

「
島

の
エ
ル
ネ
ギ
ー
を
考
え
る
」
を
テ
ー

マ
に
三
重
大
学
の
清
水
幸
丸
教
授
ら

七
人
の
パ
ネ
リ
ス
ト
の
参
加
を
得
て
、

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ソ
が
開
か

れ
た
後
、
第

一
回
全
国
風
サ
ミ
ッ
ト

の
開
催
地
、
山
形
県
立
川
町
の
舘
林

町
長
さ
ん
を
は
じ
め
全
国
か
ら
参
加

し
た
十
五
の
市
町
村
の
代
表
者
に
よ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
村
で
進
め
ら

れ
て
い
る
風
力
発
電
利
用
の
状
況
や

「
風
」
を
テ
ー

マ
に
し
た
町
お
こ
し
の

現
状
な
ど
の
紹
介
と
事
例
・
構
想
の

発
表
、
意
見
交
換
会
が
あ
り
、
ク
リ
ー

ソ
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
風
力
発
電
に

大
き
な
期
待
を
寄
せ
た
。

西平安名崎に建設された風車
1700kw発電

i 

ミ
ッ
ト
共
同
宣
言
を
採
択
し
ま
し
た
。

な
お
、
来
年
度
開
催
さ
れ
る
第
三

回
の
開
催
地
と
し
て
、
肱
川
町
「
風

の
博
物
館
」が
主
会
場
に
決
ま
り
、

閉
会
宣
言
で
は
、
当
町
か
ら
出
席
し

た
、
風
お
こ
し
対
策
室
の
和
気
室
長

よ
り
、
今
回
の
サ
ミ
ッ
ト
の
お
礼
と

次
回
開
催
地
と
な
る
当
町
の
紹
介
を

兼
ね
、
再
会
を
祈
念
し
、
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
素
睛
ら
し
さ
を
再
確
認
し

風
を
中
心
に
町
お
こ
し
を
推
進
し
ま

し
ょ
う
と
挨
拶
し
、
風
サ
ミ
ッ
ト
の

幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

＇論•~..-
七又の太陽光発電施設
750kw発電

＊
場
所

＊
日
時

ま
た
、
エ
ネ
ト
ピ
ア
関
連
施
設
の

見
学
会
で
は
、
西
平
安
名
崎
に
建
設

さ
れ
た
風
力
発
電
施
設
の
風
車
（
公

園
）
、
七
又
に
設
け
ら
れ
た
、
太
陽

光
発
電
施
設
を
見
学
し
、
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
将
来
性
を
披
露
す
る
と
と
も

に
成
果
を
期
待
し
た
。

｝
北
海
一
番
船
｝

水
田
竜
子
歌
謡
シ
ョ
ー

第
二
回
歳
末
た
す
け
あ
い
福
祉
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
事
業
と
し
て
、
北
海
道
旭

川
市
出
身
キ
ソ

グ
レ

コ
ー
ド
社
の
水

田
竜
子
さ
ん
を
お
呼
び
し
、
歌
謡
‘ソョ

ー

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
水
田
さ
ん
は
、

N
H
K
の
ど
自
慢
グ
ラ
ソ
ド
チ
ャ
ソ

ピ
オ
ソ
・
日
本
有
線
大
賞
を
受
賞
さ

れ
て
い
ま
す
。
当
日
は
、
南
海
放
送

キ
ャ
ピ
ー
の
冨
田
陽
子
さ
ん
を
司
会

に
招
い
て
い
ま
す
。
ご
近
所
お
誘
い

合
わ
せ
て
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

十
二
月
十
七
日
（
日
）

午
後
一
時
開
演

風
の
博
物
館
二
階
ホ
ー
）

入
場
は
無
料

宇
和
川
歌
謡
ク
ラ
プ



(5) 7)。前。領） 仕事や生活に夢をもって 豊かなまちをつくります （町民憲章） 靡瞬

●日本では
平成 7年 6月末現在
エイズ患者992名
HIV感染者3,359名

●世界では
何人ぐらいが
HIV（エイズウィルス）に
感染しているか？
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＂ 
HIV感染者
WHO推計
（平成6年12月末現在）

愛媛エイズ予防週間事業

エ
イ
ズ
と
い
う
病
気
は
、
一
九
八
一
年
ア
メ
リ
カ
で
最
初
の
患
者
が
発
見

さ
れ
、
一
九
八
三
年
フ
ラ
ソ
ス
の
モ
ソ
タ
ニ
エ
博
士
ら
に
よ
っ
て
病
原
ウ
ィ

ル
ス

(
H
I
V
)
が
見
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

W
H
O
を
中
心
と
す
る

世
界
的
な
エ
イ
ズ
拡
大
予
防
の
努
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
急
速
に
世
界
に
拡

大
し
て
い
ま
す
。
こ
の
影
響
は
、
我
が
国
に
も
及
ん
で
お
り
、
最
近
、
①
患

者
・
感
染
者
の
急
激
な
増
加
、
②
異
性
間
性
的
接
触
が
感
染
経
路
の
主
流
と

な
っ
て
き
た
こ
と
、
③
外
国
人
女
性
の
感
染
者
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、
我
が

国
に
お
い
て
も
ェ
イ
ズ
の
感
染
爆
発
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

世
界
エ
イ
ズ

①夜間血液検査受付

日時平成7年12月4~6日(17:00------20: 00) 
場所大洲保健所

②夜間電話相談受付

日時平成7年12月1日(17:00------21:00) 
場所八幡浜中央保健所

電話 (0894)22-0600 

愛
媛
県
で
は
十
二
月
一
日
か

ら
一
週
間
を

ェ
イ
ズ
予
防
週
間

と
し
て
、
エ
イ
ズ
の
正
し
い
知

識
の
普
及
、
患
者
に
対
す
る
社

会
の
差
別
を
な
く
す
る
た
め
、

次
の
よ
う
な
行
事
を
計
画
し
て

い
ま
す
。 デ
ー
-
ー

●
次
の
保
健
所
で
は
、
直
接
受
付
に

お
い
で
く
だ
さ
い
。
予
約
は
い
り
ま

せ
ん
。八
幡
浜
中
央
保
健
所

八
幡
浜
市
松
柏
―

-
0
-

2
 

0
8
9
4
|
|
4
1
1
1
 

2
 

（
毎
週
火
曜
日
11
時
t
1
2
時）

宇
和
島
中
央
保
健
所

宇
和
島
市
天
神
町
七

2
 

0
8
9
5
|
|
5
7
3
5
 

2
 

（
毎
週
火
曜
日
11
時
ー
12
時）

●
大
洲
保
健
所
で
も
、
検
査
を
受
け

付
け
ま
す
が
、
必
ず
予
約
を
し
て
く

だ
さ
い
。

大
洲
保
健
所

大
洲
市
田
口
甲
四
二
五
ー

一
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（
毎
週
火
曜
日
11
時
ー
12
時）

大
洲
保
健
所
で
は
、
（
エ
イ
ズ
予
防

週
間
）
に
関
係
な
く
エ
イ
ズ
に
関
し

て
年
中
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

な
お
、
パ
ソ
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
や
講

演
会
に
お
け
る
講
師
の
派
遣
も
行
っ

て
い
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

相
談
は

血
液
検
査
は
（
原
則
無
料
）

相
談
・
血
液
検
査
窓
口

（
南
予
地
区
）

今
回
は
、
地
震

の
時
の
避
難
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。み
な
さ
ん
、
地

震
の
避
難
場
所
は

御
存
知
で
す
か
。

も
し
地
震
に
遭
っ

た
と
き
、
家
族
の

役
割
分
担
や
避
難

場
所
の
確
認
を
、

家
族
み
ん
な
で
日

ご
ろ
か
ら
話
し
合
っ

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

ま
た
実
際
に
、
避
難
場
所
ま
で
家

族
み
ん
な
で
歩
い
て
道
順
な
ど
確
か

め
て
お
く
こ
と
も
必
要
で
す
。

万
が
一
の
場
合
に
は
、
家
族
み
ん

な
が
助
け
合
い
災
害
を
最
小
限
に
食

い
止
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
日

ご
ろ
か
ら
家
族
み
ん
な
で
話
し
合
っ

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
地
震
に
よ
る
被
害
は
も
と

よ
り
、
そ
の
後
発
生
し
た
火
災
に
よ
っ

て
も
多
く
の
犠
牲
者
が
出
て
い
ま
す
。

い
ざ
と
い
う
と
き
に
火
災
を
出
さ

な
い
よ
う
に
、
次
の
よ
う
な
点
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

地震に備えよ•• ・・.う
川上支署

(7) 

ヽ ll 
゜

②
消
化
器

・
三
角
バ
ケ
ツ
は
い
つ
で

も
使
え
る
よ
う
に
し
て
お
き
ま
じ
ょ

゜
ぅ③

火
気
器
具
は
、
使
用
し
な
い
も
の

に
つ
い
て
は
コ
ソ
セ
ソ
ト
を
抜
い
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

④
火
気
器
具
は
、
日
ご
ろ
か
ら
点
検
・

整
備
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

以
上
の
よ
う
な
こ
と
に
注
意
し
、

い
ざ
と
い
う
と
き
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

①
浴
槽
・
ポ
リ
バ
ケ
ツ
に
で
き
る
だ

け
水
を
溜
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

今
回
は
地
震
の
時
の

避
難
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

し
ま
し
ょ
う



1)。前。領） 教養を高め 文化のかおるまちをつくります （町民憲章） 、 鯛麟 (6) 

平成 7年度金婚者名簿

部落名 夫婦名 年齢 部落名 夫婦名 年齢

小畑井増本 英敏
70 
見の越 冨永

寅幸 75 

房子 66 照子 67 

上森山
秋見 75 

見の越 白尾
清 72 

沖野 イチョ 67 トモエ 69 

嘉城山
Eヽ 73 

下敷水 中 田
一見 72 

田 キヌヱ 69 サダコ 71 

中居谷
虎生 74 

橡の木瀕松 田
諦龍 76 

飛野 シゲ子 73 アサコ 72 

広常
明 75 

柳 堀
榮一 76 

水沼 恵美子 70 艶子 70 

久保
光盛 68 

柳 榊原
博 80 

兵頭 マサコ 67 徳子 81 

肱栄周藤 春馬
71 
柳 森岡

亀王 75 

安子 70 ミヨカ 73 

中野
久幸 76 

柳 東
道雄 74 

曽根 チズ子 67 信子 67 

小藪
喜代光 75 

瓜生谷 井脇
安市 69 

中居 タケル 68 八重子 66 

小藪藤井 重徳
74 
町 横田

方之 80 

里美 69 マサコ 75 

小藪上田 緑男
68 
藤野原 藤見

雅朋 76 
玉代 70 キクエ 68 

下鹿野川 福 田 哲秋
75 
藤野原 井上

孝 69 
秀美 72 艶子 69 

上麟）II
魏 72 
中津二宮

豊 76 
橋本 三代子 68 カメヨ 68 

（部落順）

晴れやかに金婚式
今年は26組の皆さん

平成7年10月25日 風の博物館

平
成
七
年
度
の
金
婚
式
が
十
月
二

十
五
日
に
風
の
博
物
館
に
お
い
て
厳

粛
に
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
昭
和
二
十
一
年
に
ご
結

婚
さ
れ
た
方
々
で
す
。
二
十
六
組
の

内
二
十
一
組
の
ご
夫
婦
を
迎
え
、
大

野
町
長
を
は
じ
め
、
各
種
団
体
長
さ

ん
が
出
席
し
、
祝
福
い
た
し
ま
し
た
。

ご
成
婚
五

0
年
の
あ
ゆ
み
は
、
長

く
て
短
い
も
の
だ
っ
た
と
話
さ
れ
、

戦
前
戦
後
の
苦
労
話
を
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
当
時
は
、
結
婚
式
を

行
う
こ
と
が
で
き
ず
現
在
ま
で
過
ご

し
て
き
た
が
、
「
こ
の
た
び
の
金
婚

式
に
出
席
し
感
激
し
ま
し
た
」
と
新

婚
の
頃
を
振
り
か
え
っ
て
お
ら
れ
ま

し
た
。金
婚
者
の
皆
様
に
心
か
ら
お
祝
い

申
し
上
げ
ま
す
。

子育てなんでも

⑨①⑨⑥  
愛媛県中央児童相談所では、子

育てと子供に関するあらゆる電話

相談を受け付けています。

相談時間は、年末年始と祝日を

除く毎日、午前9時から午後9時

までです。

•...............................................• 
i電話番号 0899-23-4152i 
；ファックス 0899-23-4471l 
~................................................: 

答
え
は
、
A
l
2
、
B
l
3
、
C
l
1

A、B、Cの絵は左側のど
の絵と合うでしょう。

一つ合わない絵がありま
す。

゜

年
金
コ
ー
ナ
ー



(7) 7l。前。領） 自然を大切にして 美しいまちをつくります （町民憲章） I 饂麟

人権擁護活動

シンポルマーク

飛野虎生（匹34_-3003)

菊池昭三郎（匹34-3224)

人

権

週

肱
川
町
の
人
権
擁
護
委
員
は
、

上
記
の
方
々
で
す
。

差
別
、
い
や
が
ら
せ
、
家
庭
問

題
、
近
所
と
の
も
め
ご
と
、
い
じ

め
・
体
罰
で
お
困
り
の
方
は
、
お

近
く
の
人
権
擁
護
委
員
か
松
山
地

方
法
務
局
大
洲
支
局
へ
御
相
談
く

だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
堅
く
守

ら
れ
ま
す
。

間

c人権問題に関する総合
12時間電話相談ロ

●相談内容

•日 時

●電話番号

●相談担当者

差別問題、児童生徒の「いじめ」・体罰

問題、家庭問題、近隣関係等人権問題

に関するあらゆる相談 （無料 ・秘密

厳守）

平成7年12月7日（木）

午前9時～午後9時

フリーダイヤル 0120-025-550 

人権擁護委員・弁護士・法務局職員

12月4日
| 

12月10日

●主 催 松山地方法務局・愛媛県人権擁護委員

連合会

●後 援 愛媛弁護士会

▼
相
談
内
容

人
権
問
題
、
登
記
、
供
託
、
戸
籍
、

国
籍
、
相
談
、
遺
言
、
外
国
人
の
た

め
の
人
権
法
律
相
談
（
無
料
、
秘
密
厳
守
）

▼

日

時

平
成
7
年
12
月
4
日
（
月
）

午
前

10
時
か
ら
午
後

3
時
ま
で

▼

場

所

い
よ
て
つ
そ
ご
う
デ
パ
ー
ト

7
階
特
別
食
堂

▼
相
談
担
当
者

人

権

擁

護

委

員

弁

護

士

公

証

人

法

務

局

職

員

英

語

・

中
国
語
通
訳

▼

主

催

松
山
地
方
法
務
局
愛
媛
県
人

権
擁
護
委
員
連
合
会

▼

後

援

愛
媛
弁
護
士
会

松
山
合
同
公
証
役
場

平成7年度

自衛官募集案内 i 
募集種目 42期自衛隊生徒

募集人員 陸上約250名
海上約60名
航空約50名

応募資格 1．日本国籍を有している者

2．乎成 8年 4月 1日現在15歳以上17歳未 i 
満（昭和54年 4月 2日～昭和56年 4月
1日生まれの者）の男子で中学校卒業 ！ 
者（平成 8年 3月卒業見込みを含む。） ！ 

受付期間 平成 7年11月 1日（水）～平成 8年 1月 4
日（木）まで

試験期日 1. 1次試験平成 8年 1月 6日（土）
2. 1次試験合格者発表 | 

外
国
人
の
た
め
の
人
権
法
律
相
談
所

は
じ
め
ま
し
て
、
優
太
で
す
。

お
と
な
し
い
ね
！
っ
て
言
わ

れ
る
、
ぼ
く
で
す
が
、
毎
旦
冗

気
に
、
遊
ん
で
ま
す
。
本
と
シ
ョ

ベ
ル
カ
ー
と
、
ク
レ

ー
ソ
車
が

大
好
き
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

お父さん
秋雄さん

お母さん
由香里さん

No.〈オX日釦つ7XK孔〉⑮←―—--——-------＿―---=--—--—----­
い皆奇をそし T絵で
ねさ心とうよ V本すは

°欠旦り、い胃そ、属よ ヽ!l¥i臀雫

が女ぃしる

げり汀I~ie¥i、;；
i>i：ヽ； ；［〗、tヽ 買ピ：：［ ］ 

冨
永
優
太
く
ん
（
広
常
）

平
成

6
年
2
月
20
日
生

1
歳
9
か
月



刀。前。絢 思いやりの心を育て 人にやさしいまちをつくります （町民憲章） 霧躙 (8) 

マイホーム資金は「年金住宅融資」で！

平成7年度第 3回受付開始
◎年金住宅融資は、国の年金積立金還元融資ですから大変有利です。

利用できる方現在厚生年金保険の加入者で、加入期間が 3年以

上ある方（国民年金の保険料納付済期間を含む）

新築住宅 ・マソショソ ・建売住宅、中古住宅の購

入および増改築などの住宅改良資金

（無抽選 ・先着順）

所要資金の80％以内で、最高2,040万円まで（老人・
身障者同居(300万円）と在宅ケア(170万円）の割増
あり）

年3.15%
（利率については、変動することがあります。）

元金均等返済 ・元利均等返済の選択ができる

住宅の種類によって 5年から35年
平成7年11月13日（月）から
平成7年12月5日（火）までの予定
（但し、予定枠がありますので枠に達しますと締

切ります。）

お問い合わせ先

社団法人愛J暖県こ年こ金才留ネ止板t会:
〒790松山市南堀端町5番地7松山東京生命館 80899-41-7667（代）

資金の使いみち

融 資

融 資

返

返

受

済

済

付

金

利

方

期

期

額

率

法

間

間

麿互； ◎◎R①◎①RR 
細固はわ 人を人 れれ
菌形小れ小は吸で従て‘小
が化腸た腸やいもつ便大腸
加さか後でせと小てが腸で
われらの栄まつ腸‘でで栄
っ ‘大食養せてが毎き水養
てそ腸べ素んいち日あ分分
ウのにもの°れゃ下ががが
ソ上送の吸 ばん痢り吸吸
コにりの収 ‘とぎまいい
の大込残が そ栄みすとと
量腸まり行 の養の゜らら

を
ふ
や
し
ま
す
。

ウ
ソ
コ
の
三
分
の
二
は
食
べ
も
の

の
残
り
カ
ス
で
す
が
、
あ
と
の
三
分

の
一
は
腸
内
細
菌
の
か
た
ま
り
で
す
。

量
が
多
く
な
っ
た
ウ
ソ
コ
は
自
分

の
重
さ
で
直
腸
に
移
動
し
て
そ
こ
に

た
ま
り
、
直
腸
の
壁
を
押
し
拡
げ
る

と
、
腸
の
壁
の
神
経
が
そ
の
典
奮
を

脳
に
伝
え
て
便
が
し
た
く
な
り
ま
す
。

せ
ん
い
の
多
い
野
菜
な
ど
を
よ
く

食
べ
る
人
は
、
便
の
量
が
多
く
な
り

腸
の
活
動
も
活
発
で
す
。

栄
養
は
小
腸
が
吸
収
す
る

所

「

IB食
管
法
か
ら
新
食
糊
法
」
へ

更
[
食
洲

11
月
か
ら
制
度
が
変
わ
り
ま
し
た

麟大

新

食

糧

法

の

概

要

と

し
て
一
定
の
幅
を
も
っ
て
運
用
を

0
基

本

的

な

考

え

方

行

い

ま

す

。

旧
食
糧
管
理
法
の
下
で
は
、
政
府
二
、
お
米
の
流
通
は
自
主
流
通
米
を

が
一
元
的
に
お
米
を
管
理
し
、
皆
さ
主
体
と
す
る
民
間
流
通
が
中
心
と
な

ん
に
供
給
し
て
き
ま
し
た
が
、
新
食
り
、
政
府
は
、
政
府
米
の
操
作
を
通

糧
法
で
は
「
お
米
の
自
給
と
価
格
の
じ
て
、
備
蓄
の
運
営
や
ミ
ニ
マ
ム
・

安
定
を
図
る
」
こ
と
を
基
本
と
し

て
、
ア
ク
セ
ス
の
運
用
を
行
い
ま
す
。

生
産
者
の
自
主
性
を
活
か
し
た
稲
作
（
ミ
ニ
マ
ム
・
ア
ク
セ
ス
）

や
市
場
原
理
の
導
入

・
規
制
緩
和
等
ガ
ッ
ト
・
ウ
ル
グ
ァ
イ
・
ラ
ウ
ソ

を
通
じ
て
流
通
の
合
理
化
を
図
り
、
ド
に
お
け
る
農
業
交
渉
の
結
果
、
ミ
事
9

政
府
の
役
割
は
一
定
の
範
囲
に
限
定
ニ
マ
ム
・
ア
ク
セ
ス
（
最
低
輸
入
量
）
安
{

す

る

こ

と

に

な

り

ま

し

た

。

に

よ

っ

て

、

外

国

産

米

を

一

定

量

輸

出

]

以
下
今
回
改
正
さ
れ
ま
し
た
主
な
入
す
る
こ
と
で
合
意
さ
れ
ま
し
た
。
る

ポ
イ
ソ
ト
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
と
そ
の
数
量
は
、
初
年
度
(
-
九
九
自
～

一
、
年
間
の
お
米
の
自
給
見
通
し
に
五
年
）
国
内
消
費
量
の
四
％
か
ら
八
で

つ
い
て
、
生
産
調
整
、
備
蓄
の
運
営
％
（
二

0
0
0年
）
ま
で
拡
大
す
る
こ
真

等

を

内

容

と

す

る

基

本

計

画

を

策

定

と

と

さ

れ

て

い

ま

す

。

写

1

し
、
こ
の
計
画
に
よ
り
全
体
自
給
の
三
、
自
主
流
通
米
を
流
通
の
主
体
と
の

調

整

を

図

っ

て

い

き

ま

す

。

す

る

こ

と

か

ら

、

そ

の

価

格

が

需

給

日

i

（

生

産

調

整

と

備

蓄

）

実

勢

を

的

確

に

反

映

し

う

る

よ

う

、

今

/

お
米
の
潜
在
的
な
生
産
力
が
需
要
自
主
流
通
米
価
格
形
成
セ
ソ
タ
ー
を

を
大
幅
に
上
回
っ
て
い
る
現
状
に
お
制
度
化
す
る
と
と
も
に
、
政
府
米
の

い
て
、
引
き
続
き
適
切
な
生
産
調
整
価
格
も
自
主
流
通
米
の
価
格
の
動
向

を
行
う
必
要
が
あ
り
、
こ
れ
に
は
、
を
反
映
さ
せ
る
こ
と
と
し
ま
す
。

政
府
が
一
定
の
助
成
措
置
を
執
り
な
四
、
消
費
者
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
に
対

が
ら
生
産
者
の
自
主
的
な
判
断
が
を
尊
応
し
、
稲
作
経
営
の
活
性
化
を
図
り

重
し
て
実
施
し
て
い
き
ま
す
。
得
る
よ
う
流
通
規
制
を
必
要
最
小
限

ま
た
、
備
蓄
に
つ
い
て
は
、
豊
凶
に
緩
和
し
、
市
場
原
理
の
導
入
を
行

の
変
動
に
対
し
て
供
給
が
不
足
す
る
う
と
と
も
に
、
消
費
者
の
要
望
す
る

場
合
に
備
え
、
備
蓄
を
制
度
化
す
る
お
米
を
安
定
的
に
供
給
し
て
い
く
た

こ

と

に

な

り

ま

し

た

。

め

、

計

画

流

通

制

度

を

取

り

入

れ

て

そ
の
数
量
は
、
一

部
民
間
備
蓄
も
円
滑
な
米
の
流
通
を
図
っ
て
ま
い
り

含
め
一
五

0
万
ト
ソ
の
確
保
を
基
準
ま
す
。

1
1
/
2

リ
ハ
ビ
リ
教
室

肱
流
苑
（
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
）
と
の
ふ
れ
あ
い

ね
ら
い
を
さ
だ
め
て
・
・
・

10
/
25

肱
流
苑
・
ぽ
っ
ぽ
園

合
同
運
動
会



(9)尻前。⑱

愛
媛
県
知

事
表
彰
受
賞

和

気

尚

美

氏

（社

会

福
祉
奉
仕
者
）

愛
媛
県
社
協
会
長
表
彰

中

塚

忠

氏

（
優
良
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
）

山

内

幸

氏

（老

人

福

祉

功
労
）

第
四
十
三
回
愛
媛
県
社
会
福
祉
大

会
が
、
十
月
十
七
日
県
民
文
化
会
館

に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

大
会
に
お
い
て
、
和
気
尚
美
氏
が
社

会
福
祉
奉
仕
者
（
点
字
翻
訳
）
と
し
て

愛
媛
県
知
事
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。
中
塚
忠
氏
が
地
域
の
児
童
福
祉

ボ
ラ
ソ
テ
ィ
ア
功
労
者
と
し
て
、
山

内
幸
氏
は
、
老
人
福
祉
功
労
者
と
し

て
県
社
会
福
祉
協
議
会
長
表
彰
を
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。
三
人
と
も
長
年
に

わ
た
り
社
会
福
祉
に
貢
献
さ
れ
て
き

た
労
苦
に
対
す
る
も
の
で
す
。

二
十
一
世
紀
に
向
け
て
急
速
に
到

来
す
る
少
子

・
高
齢
社
会
に
対
応
す

る
た
め
、
新
ゴ
ー
ル
ド
プ
ラ
ソ
な
ど

社
会
福
祉
を
構
築
す
る
た
め
の
整
備

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
我
々
は
住

民
参
加
の
原
則
に
基
づ
く
地
域
福
祉

活
動
を
一
層
強
く
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

本
大
会
は
、
こ
れ
ら
の
こ
と
を
共

山内 幸氏 中塚 忠氏

紐＠

和気尚美氏

鰯睾尋

社゚
協
だ
よ
り

肱川町社会福祉協議会
B (0894) 34-2340 

通
認
識
と
し
て
、
福
祉
向
上
を
目
指

す
あ
ら
ゆ
る
関
係
者
の
理
解
と
連
携

を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
今
後
の
活

動
の
一
層
の
充
実
を
図
り
も
っ
て
愛

媛
の
福
祉
向
上
に
資
す
る
目
的
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

さ
る
、
十
月
十
二
日
に
松
山
市
に

お
い
て
愛
媛
県
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
年
は
、
愛
媛
県
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
設
立
三
十
五
周
年
す
べ
き
年
で

あ
り
、

二
十
一
世
紀
の
本
格
的
な
高

齢
化
社
会
の
到
来
に
備
え
、
活
力
あ

る
豊
か
な
長
寿
社
会
づ
く
り
の
担
い

手
と
し
て
の
老
人
ク
ラ
ブ
に
対
す
る

期
待
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
大
会
は
、
県
内
老
人
ク
ラ
ブ
関

係
者
が
相
集
い
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
社

会
的
使
命
に
対
す
る
会
員
の
意
識
高

揚
と
大
同
団
結
を
は
か
り
、
「
ひ
ら

か
れ
た
魅
力
あ
る
老
人
ク
ラ
ブ
づ
く

り
」
を
目
指
す
も
の
で
す
。

記
念
講
浪
で
は
、
全
国
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
常
務
理
事
の
、
見
坊
和
雄

先
生
よ
り
「
友
と
生
き
る
二
十
一
世

紀
」
と
題
し
て
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

友
愛
訪
問
の
展
開
、
ま
た
、
老
人
ク

ラ
ブ
の
社
会
的
役
割
を
示
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
最
後
に
県
下
十
四
万

四
千
人
の
会
員
の
決
意
を
新
た
に
し
、

大
会
宣
言
を
決
議
し
て
閉
会
い
た
し

ま
し
た
。 県老人クラブ大会

開催される

部落名 氏 名

中居谷 木下 正親
中居谷 吉田 梅子
大屋敷 岡本ヨシェ
森 兵頭登代子
汗 生 中野藤太郎
中 野 河内マチミ
柳 東 道雄

町 内田コトヨ
I」¥ 藪 中居喜代光
大 和 片山ウメ子
下嵯峨谷 山根 ツナ＇

（ 第19回老人運動会 〕
少みクと重 祝さ今ごりれに木の式対賞福式に五主肱夕か
しまラ競信小辞れ後苦祝ま表下優がしさ祉に開〇催川 lら十
づしプ技さ藪がてま労辞し彰正良あてれ協お催人の町に‘月
った対にん老あ活すにがた状親老り福た議いさの運老お卜三
変°抗入の人り動ま対ぁ゜とさ人ま田 ‘会てれ参動人いレ十
更内でり選クまさすし
し容勝各手ラしれ健慇

り来記匁喜｝会山会‘ま加会クて l-
‘賓念 こ長内長愛しのがラ‘二日

ては負単宣ブたま康思、ムのロ
い年を位誓‘°すに

を7 叩［喜゜よ幸表媛たも ‘ブ第、ノ午
ま方がの 本りさ彰県゜と会連十 グ 前

ま々楽老の谷 よ留雙 で々贈方 年伝んを社開盛員合九セ九
す ‘し人あ田 う意 、のよら々、度達に受会会大二会回、ノ時

相クててが ］
互ラみ ‘‘
のブま 、ン 今
親のしャ年
睦演たフは

図夏昼ボユ
れ会か il 
るをらドス
一楽はをポ
日し‘取 l

tし言虚z;
℃貝位れし

優
良
老
人
表
彰
者
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四
つ
の
特
徴

一重□＿ーロ-重 - - - -．- ---
闊食のくソて まポのはた施わ→
又糧受 ‘
と‘

、ド ‘...L
管入ニ

対 制 す。イでどい行っ食今

衷理 ‘
農ウ外 -→ ソしの米さて糧年

態
マ業ル的 圧i ト

と制国ム合グ
ょよのれ ‘管の 新

度内
なの をうう生ま新理十

塁は位：喜；開 背 農力；畠息す。畠芭]食
ャ年-
は
セ基ラと旱 ぇそわ流い法にか

ッ々 、スつウし 忠 しのる通つがから Bi

新
食
糧
法
は
大
き
く

わ
け
て
四
つ
の
特
徴
が

あ
り
ま
す
。

①
政
府
に
よ
る
全
量
管

理
か
ら
民
間
主
体
の
生

産

・
流
通
へ
の
部
分
管

理
に
移
行
し
ま
す
。

法

は

②
自
主
流
通
米
が
主
体
と
な
り
、
政

府
米
は
備
蓄
中
心
で
流
通
す
る
仕
組

み
と
な
り
ま
す
。

③
生
産
者
の
直
接
販
売
（
計
画
外
流

通
米
）
や
流
通
ル
ー
ト
の
複
線
化

・

新
規
参
入
の
拡
大
等
大
幅
な
規
制
緩

和
が
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。
生
産
者
の

直
接
販
売
に
つ
い
て
は
従
来
の
特
別

栽
培
米
と
同
様
に
、
農
林
水
産
大
臣

（
食
糧
事
務
所
）
の
許
可
が
必
要
と
な
っ

て
い
ま
す
。

④
米
価
は
い
ま
ま
で
の
政
府
買
入
価

格
、
生
産
費
所
得
補
償
方
式
か
ら
市

場
動
向
や
需
給
の
状
況
に
よ
っ
て
決

定
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

三
つ
の
需
給
安
定
対
策

需
給
の
安
定
対
策
と
し
て
、
三
つ

の
手
法
が
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

①
生
産
調
整
（
転
作
）
に
つ
い
て
明
文

化
さ
れ
、
従
来
の
国
か
ら
の
一
律
割

り
当
て
制
度
か
ら
生
産
者
の
主
体
的

な
取
組
み
へ
と
変
わ
り
ま
す
。

②
政
府
米
に
よ
る
備
蓄
（
年
間
一
五

0
万
ト

ソ
を
基
本
に
上
下
五

0
万
ト

ソ
）
制
度
が
導
入
さ
れ
ま
す
。

③
豊
作
時
に
は
、
生
産
者
団
体
に
よ

る
調
整
保
管
と
い
う
制
度
が
導
入
さ

れ
ま
す
。

と

農

林

だ

よ

り

編集•発行
J A 肱 JII
肱川町森林組合

米
の
値
段
の
決
め
方
に
つ
い
て
は
、

自
主
流
通
米
は
、
平
成
二
年
か
ら
自

主
流
通
米
価
格
形
成
機
構
が
設
け
ら

れ
入
札
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

新
食
糧
法
で
は
自
主
流
通
米
価
格
形

成
セ
ソ
タ
ー
と
し
て
法
律
で
位
置
づ

け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
セ
ソ
タ
ー

で
決
め
ら
れ
た
価
格
を
よ
り
影
響
力

の
あ
る
も
の
に
す
る
た
め
、
入
札
の

回
数
や
上
場
数
量

・
対
象
と
な
る
銘

柄
を
増
や
し
た
り
、
入
札
価
格
の
値

幅
制
限
を
大
き
く
す
る
こ
と
等
の
改

善
策
が
と
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
政
府
米
に
お
い
て
も
、

こ
の
自
主
流
通
米
の
価
格
と
需
給
の

動
向
を
強
く
反
映
さ
せ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

一
方
、
流
通
に
お
い
て
は
、
生
産

段
階
で
は
計
画
流
通
米
と
計
画
外
流

通
米
と
が
位
置
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
米
の
流
通
ル
ー
ト
に
つ
い
て
は

生
産
者
か
ら
小
売
店
ま
で

一
本
の
線

で
あ
っ
た
も
の
が
、

一
部
を
除
き
複

線
化
し
複
雑
多
岐
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
小
売
店
の
規
制
も
大
幅
に
緩

和
さ
れ
、
必
要
な
施
設
さ
え
あ
れ
ば

だ
れ
で
も
登
録
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

米
の
検
査
に
つ
い
て
は
、
計
画
流

通
米
は
従
来
ど
お
り
実
施
さ
れ
、
計

画
外
流
通
米
は
任
意
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
最
近
の
報
道
に
よ
る
と
計
画

外
流
通
米
に
お
い
て
も
検
査
を
受
け

な
け
れ
ば
い
け
な
い
方
向
で
検
討
さ

れ
て
い
ま
す
。

民

自

主

流

通

米

―

政

府

米

9

9

9

9

9

,

 

計

画

流

通

米

産

生

（農協など）
1,  

主第
た： 一
召種
粟 登
者鱗ー一汽 出
筵荷
た

者

計

画

外

流
通
米

間主体 の 米流通
新食糧法での米流通ルート

ヘ -.•••• , 

売

業

者

肖
ヽヽ

I

費

者
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今
後
の
課
題

こ
の
新
食
糧
法
を
要
約

す
る
と
、
①
国
は
管
理
を

縮
小
す
る
②
生
産
は
生
産

者

・
団
体
の
主
体
性
に
委

ね
る
③
流
通
は
原
則
自
由

④
価
格
の
弾
力
化
、
と
従

来
の
流
通
ル
ー
ト
の
規
制

か
ら
、
生
産
者
や
流
通
業

者
の
自
主
性
・
創
意
工
夫

に
よ
る
展
開
を
期
待
し
て

い
る
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

価
格
の
低
下
に
対
す
る
対

策
が
弱
い
の
が
、
実
情
で

す。
生
産
調
整
（
転
策
）
と
備

蓄
、
調
整
保
管
、
価
格
と

販
売
は
新
食
糧
法
の
も
と

で
は
密
接
に
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
ど
こ
で
ほ

こ
ろ
び
が
生
じ
て
も
悪
循

環
に
つ
な
が
り
、
最
終
的

に
は
そ
れ
が
価
格
を
下
げ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

な
か
で
も
、
生
産
調
整

を
確
実
に
行
う
こ
と
と
、

生
産
者
が

J
A
に
計
画
流

通
米
を
確
実
に
出
荷
す
る

こ
と
は
、
こ
の
新
食
糧
法

を
生
か
す
た
め
の
両
輪
と

い
え
ま
す
。

J
A
へ
の
結

集
が
改
め
て
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

食糧管理法と新食糧法の比較
区 分 現 行 制 度 新 制 度

食糧管理法(38条で構成） 主要食糧の需給及び価格の安定に関する法律(92条で

法 律 名 構成）
（政令で定める63項目、省令で定める76項目）

基 本
•生産者への割り当て（一律的） •生産者と地域の自主的な判断を尊重（政省令）
・法的位置づけな し ・基本計画に要調整数量を明記

生
目 標 国が都道府県別に示す 同 左

産
推 進 行政と生産者団体 行政と生産者団体が一体で

手 法 他作物を作付ける転作が基本 作物を作付けない調整水田など手法を多様化

調 ・転作助成金 ・転作助成金
• 国庫補助事業の採択要件（市町村単位での •生産調整参加者からの政府買い入れ（買入数量を農

実効確保措置 転転作達成） 家に配分）

整 ・ 作未達成面積を翌年度の目標面積に加算 ペナルティ ーは廃止、国庫補助事業の採択要件は残
（公平確保措置、ペナルティー） す方向で検討中

・価格変動により生産者自らの責任が増す

•制度上、主体は政府であり 自主流通米は例 ・民間流通による自主流通米主体の計画制度とし、政
外 府への売り渡し義務を廃止（部分管理）

基 本 （国の全量管理） ・政府の役割は備蓄、生産調整参加者からの買い入れ、
米 ・政府米・自主流通米以外認めず（流通ルー 輸入米の運用などに限定

トの特定） •最小限の流通規制（流通ルー トの複雑化）

売渡義務 政府への売渡義務を法第3条に明記
・廃止
・緊急時条項（閣議決定で売渡命令）

流
全量買い入れ 生産調整参加者からの買い入れ、備蓄、ミニマム・ア

政 府 米
クセス

生産者直接販売 特別栽培米 計画外流通米（数量をあらかじめ届出れば認める）

通 加 工 用 他用途利用米等 政府米・備蓄と自主流通米

集荷・販売
・集荷は大臣の指定制（指定法人 ・全農） ・集荷は大臣の登録制（新規参入の促進）
・販売は知事の許可制 ・販売は知事の登録制（新規参入の促進）

•生産者価格は再生産確保（生産費所得補償） •生産者価格は、自主流通米価格 ・需給動向を反映さ
・消費者価格は家計安定が目的(2重価格制） せ、再生産確保を旨として決定

価 政 府 米 ・米価審議会の意見を聴く。 ・消費者価格は、需給動向・経済事情を参酌し、家計
安定を旨として決定
・審議会の意見を聴く

•明確な規定なし ・自主流通米価格形成セ ソターを、法律上位置づける
・指標価格を自主流通米価格形成機構による ・入札取引の仕組み改善

自主流通米
入札で決定（運用） ・相対取引は、指標価格を基準に行う。

格 ・相対取引は、指標価格を基準に行う 高騰時は備蓄放出。下落時は自主流通法人による調
・年間の流通量の制限や、入札の値幅制限 整保管。

・入札の値幅制限

・法的位置づけなし（流通在庫） ・甚本計画に備蓄量を明記

備 基 本 ・回転在庫(100万トソ程度）（国産米対応） ・回転在庫(150万ト ソを基本に一定の幅）、一部棚上
げ（国産米・輸入米の一部を 1年間保管）

主 体
政 府 基本的には政府が責任を持って対応、一部、民間の協

蓄 カ（併用）

用 途 主 食 主食用、加工用、援助用等に売却
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,--------------------------------------------・------------------！ ！ 

l -------＿直囀＿ ノー王芦国．＇ l 
！ 優良材生産は直材づくりから／ 椎茸生産はクヌギ林造成から．/ ! ！ 
！ ！ 
！ ！ 
！ 平成7年10月27日 1乾椎茸市況（松山椎茸市場） 1

i 県森連市況 大洲木市より （単位m'当り：円） 市売日・•平成 7 年11月 6 日 ！ 
！ 

市売数呈・・1,000ケース 18, 700kg 

スギヒノキマッ 平均単価 2,712円
：長さ末口径 その他銘柄別単価 ！ 
！ 直曲がり直曲がり 直 ！ 
! 7 cm下本 412本 250本 533本 290 銘柄 価 格相場銘柄 価 格相場 i
l I Is cm上本 450本 300本 623本 523 こうこ 3,500 ~ 4,500 弱特用大 2,400~ 3,500 保 ！ 

• 14mll3cm上23,000I -I 41,100 I -11s吐 18,000 大 厚 4,000~ 5,000 保特用中 2,200~ 3,000 保！
! 18 cm上22,000 -43,200 -4CID上25,000

24 cm上22500 -48 000 - CID上40,000 中 厚 4,600~ 5,100 保特用中小 2,000~ 2,500 強 ！ i 7cm下本 196本 149本 226本 155 中小厚 4,300~ 5,000 保特用小 2,000~ 2,500 強 ！ 
8 cm上本 220本 220本 280本 280

， 
小 厚 3,500~ 4,200 強大バレ 1,600~ 2,400 弱・

! ll cm上13,000 2 5,2OO'  
! 3 m13 cm上 24,500 -39,000 -18CID上17,000 大ウス 2,800~ 3,600 弱中パレ l,500~ 2,300 弱 i 
! 18 cm上 22,000 -39,000 -4CIDJ: 20,000 中ウス 3,200 ~ 4,000 保中小パレ 1,000 ~ 1,600 弱 ！ 

24 cm上18,200 I -I I 130cm上
7 cm下本 60本一本 60本一 パリ材

！ 中小ウス 2,500 ~ 3,200 弱小パレ 800 ~ 1,300 弱 ！ 

! 2m  8 cm上本 120本一本 120本 一 （松・杉・桧 小ウス 2,200~2,800 保変 形 1,400~ 3,000 保！
I IL. wll-6 cm上io,000 I --I 2・2, 000 I --ll3cmJ: 末口 3~7cm） ジャミ 1,400~ 2,600 保色悪ウス 1,400 ~ 2,000 保 ！ 

! I 13 0 cm J:I I I I l30cm上
長さ 2.0m

どんこ大 4,000 ~ 7,000 強色悪パレ 500 ~ 1,100 保 ！ 

I l6m 13 cm上26,5001 168,800 
! 18 cm 24 600 66 800 どんこ中 3,300 ~ 5,000 強 9J粒ド‘ノコ 1,000 ~2,800 弱 ！ 

！ 特選 289,900 どんこ小 2,000 ~ 3,500 強スライス 200 ~ 1,800 弱 t 
！ 足場 1m当たり 70円～160円 本 180円

！ 
概況 格外系の出品が多く平均単価を下げたが、全体的には、ほぽ保合相場

！ 入荷産が回復し杉桧共に保合。松強保合。 であった。 4 , 

備考 11月27日特市を開催しますので宜しくお願い致します。 品柄でみると、どんこ系は強保合で推移しているが、色目の悪い香信 ！ 
！ ～パレ葉系は厳しい価格となっている。適期採取、乾燥向上を心がけま ！ 
i しょう。¥.--___  _::___:: ____ ~ __________________ J 

し
抑
制
き
ゅ
う
り
し

ー
病
気
の
診
断
技
術
—

現
在
、
き
ゅ
う
り
に
発

生
す
る
様
々
な
病
虫
害
は
、

そ
の
症
状
か
ら
診
断
し
、

適
合
し
た
農
薬
を
散
布
す

る
わ
け
で
す
が
、
農
薬
に

も
色
々
な
種
類
が
あ
り
、

選
択
に
頭
を
痛
め
る
方
も

多
い
と
思
い
ま
す
。

こ
こ
に
、
主
な
病
害
の

診
断
方
法
と
、
適
合
す
る

農
薬
を
あ
げ
て
み
ま
す
の

で
、
参
考
に
し
て
下
さ
い
。

ス
ミ
レ
ッ

〇
灰
色
か
び
病
、
菌
核
病

気
温
の
低
下
と
と
も
に

発
生
が
心
配
さ
れ
る
の
が
、

ま
ず
こ
の
病
気
で
す
。

診
断
と
し
て
は
、
両
者

と
も
花
、
幼
果
、
葉
に
発

生
し
や
す
く
、
灰
色
の
カ

ビ
を
密
生
し
ま
す
。
（
図

①
)
菌
核
病
の
場
合
は
発

病
部
に
白
色
の
菌
糸
が
生

じ
ま
す
。

発
生
し
や
す
い
条
件
は
、

12ー

4
月
の
ハ
ウ
ス
栽
培

で
低
湿
、
多
湿
の
時
に
多

い
よ
う
で
す
。
特
に
、
朝

タ
の
急
激
な
冷
え
込
み
は
、

発
生
を
助
長
す
る
の
で
注

意
し
て
下
さ
い
。

薬
剤
防
除
は
、

ク
ス
水
和
剤
一
、

0
0
0倍
か
ロ
プ

ラ
ー
ル
水
和
剤
一
、

000,..___1
、

五
0
0倍
等
が
両
方
の
病
気
に
有
効

で
す
。
い
ず
れ
も
、
発
病
前
の
予
防

散
布
に
よ
る
効
果
が
高
い
で
す
。

尚
、
敷
き
ワ
ラ
は
、
地
温
の
確
保

と
同
時
に
ハ
ウ
ス
内
の
過
湿
を
防
ぎ
、

土
壌
か
ら
の
病
菌
の
伝
染
経
過
を
遮

断
し
ま
す
の
で
、
行
っ
て
い
な
い
と

こ
ろ
は
是
非
実
施
し
て
下
さ
い
。

〇
褐
斑
（
カ
ッ
パ
ン
）病

生
育
全
期
間
を
通
じ
て
発
生
が
見

ら
れ
ま
す
が
、
収
穫
期
後
半
の
な
り

疲
れ
に
よ
る
草
勢
の
低
下
、

肥
料
不

足
時
の
発
生
が
顕
著
で
す
。

こ
の
病
気
は
、
特
に
類
似
病
害
が

多
く
、
区
別
が
難
し
い
よ
う
で
す
。

（
図
②
）
ハ
ウ
ス
栽
培
で
は
斑
点
細
菌

病
や
べ
と
病
と
よ
く
間
違
わ
れ
ま
す
。

本
病
は
主
に
葉
（
表
側
）
で
発
病
し
、

初
期
は
下
位
葉
に
ご
ま
粒
大
の
斑
点

を
生
じ
ま
す
。
病
斑
が
次
第
に
拡
大

し
て
く
る
と
、
淡
褐
色
ま
た
は
灰
褐

色
の
不
整
形
の
同
心
円
紋
と
な
り
、

(
3
c
m
位
。
時
に
は

5
ー

8crn)
古
く

な
る
と
病
斑
の
中
央
が
破
れ
や
す
く

な
り
ま
す
。

ハ
ウ
ス
内
の
過
湿
、
窒
素
過
多
、

肥
切
れ
、
茎
葉
の
過
繁
茂
が
発
生
を

促
し
ま
す
。

対
策
は
、
胞
子
が
相
当
長
く
生
存

す
る
の
で
下
葉
の
老
化
葉
や
被
害
残

さ
は
ほ
場
外
へ
処
分
し
て
下
さ
い
。

ま
た
、
多
発
生
し
た
ほ
場
で
は
ホ
ル

マ
リ
ソ
剤
等
で
資
材
の
消
毒
を
行
う

と
良
い
で
し
ょ
う
。
薬
剤
防
除
は
、

ジ
マ
ソ
レ
ッ
ク
ス
水
和
剤
四
00,.._,
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①

灰

で図心
六

0
0倍
、
ス
ミ
プ
レ
ソ
ド
水
和
剤

一
、
五

0
0倍
等
が
よ
い
と
思
い
ま

す
。
発
病
部
位
が
葉
だ
け
で
な
く
、

葉
柄
、
茎
、
果
実
に
も
及
ぶ
こ
と
か

ら
、
散
布
ム
ラ
の
な
い
よ
う
に
十
分

注
意
し
て
下
さ
い
。

効
果
の
判
定
と
し
て
、
上
位
葉
に

病
斑
の
進
展
が
見
ら
れ
な
く
な
っ
た

り
、
病
斑
の
直
径
が
拡
大
し
な
く
な
っ

た
ら
効
果
が
あ
っ
た
と
判
断
し
て
良

い
で
し
ょ
う
。

ー
次
回
は
褐
斑
病
と
べ
と
病
、
斑
点

細
菌
病
の
見
分
け
方
に
つ
い
て
—

大
洲
地
域
農
業
改
良
普
及
セ
ソ
タ
ー

技

師

山

下

太

司
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冬
期
の
水
田
管
理

一
、
水
田
の
土
づ
く
り

稲
は
土
で
作
れ
、
と
昔
か
ら
言
わ

れ
て
お
り
、
地
力
を
高
め
る
こ
と
が

安
定
多
収
の
基
本
で
す
。
労
力
を
惜

し
ま
ず
土
づ
く
り
を
徹
底
し
ま
し
ょ

う。＾
土
づ
く
り
の
作
業
手
順
＞

①
良
質
な
有
機
物
の
施
用

堆
肥
や
稲
ワ
ラ
な
ど
の
有
機
物
を

施
し
て
土
中
の
腐
植
含
量
を
高
め
ま

す。
堆
肥
は
一

0
a
当
た
り
約
―

t
を

施
用
し
ま
す
。

稲
ワ
ラ
を
す
き
込
む
場
合
、
一
〇

a
当
た
り
二
〇
槌
の
石
灰
窒
素
を
あ

わ
せ
て
施
用
し
、
ワ
ラ
の
腐
熟
を
促

進
さ
せ
ま
す
。
た
だ
し
、
イ
モ
チ
病

の
被
害
ワ
ラ
や
モ
ミ
ガ
ラ
は
次
年
度

の
発
生
を
助
長
す
る
の
で
施
用
を
さ

け
ま
す
。

堆
肥
、
稲
ワ
ラ
と
も
に
湿
田
で
は

施
用
量
を
減
ら
し
ま
す
。

②
土
壌
改
良
材
の
施
用

フ
ェ
ロ
ケ
イ
カ
ル
を
一

0
a
当
た

り
一
五

0
ー
ニ

0
0槌
施
用
し
ま
す
。

根
の
活
力
を
高
め
、
茎
葉
を
丈
夫
に

し
、
イ
モ
チ
病
や
ご
ま
葉
枯
病
、
秋

落
ち
の
抑
制
効
果
が
あ
り
ま
す
。

③
荒
耕
し
の
実
施

有
機
物
や
土
壌
改
良
材
を
施
用
後
、

年
内
の
う
ち
に
耕
し
て
お
き
ま
す
。

冬
の
間
に
作
土
を
乾
か
し
、
堆
肥
や

稲
ワ
ラ
な
ど
の
腐
熟
を
早
め
、
養
分

を
作
物
に
吸
わ
れ
や
す
い
形
に
変
え

ま
す
。

二
、
水
田
の
多
年
生
雑
草
対
策

ホ
タ
ル
イ
、
カ
ヤ
ツ
リ
、
オ
モ
ダ

カ
、
ウ
リ
カ
ワ
等
の
多
年
生
雑
草
は

茎
ま
た
は
塊
茎
で
越
冬
し
翌
春
繁
殖

す
る
。
発
生
は
長
期
に
わ
た
る
た
め

田
植
後
の
除
草
剤
だ
け
で
は
完
全
防

除
は
困
難
で
す
。
そ
の
た
め
、
秋
ー

冬
に
耕
起
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

耕
起
に
よ
っ
て
土
壌
を
寒
気
に
さ

ら
し
、
塊
茎
や
地
下
茎
を
枯
死
さ
せ

る
こ
と
で
発
生
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

多
年
生
雑
草
の
発
生
が
多
い
水
田
は
、

冬
の
間
に
荒
耕
し
を
し
て
お
い

て
く

だ
さ
い
。

大
洲
地
域
農
業
改
良
普
及
セ
ソ
タ
ー

技

師

弓

達

隆

く
り
園
の
管
理

1

改
植
と
補
植

毎
年
か
な
り
の
苗
木
の
注
文
が
あ

り
ま
す
が
、
ど
う
も
補
植
し
た
園
地

で
の
生
育
が
良
く
な
い
よ
う
で
す
。

ど
う
し
て
も
改
植
の
時
よ
り
植
え
付

け
の
時
の
植
え
穴
準
備
・
施
肥
も
簡

単
に
済
ま
せ
が
ち
で
植
え
付
け
後
も

日
陰
に
な
る
な
ど
の
弊
害
が
出
て
い

る
よ
う
で
す
。
原
点
に
か
え
っ
て
改

植
に
よ
る
植
え
替
え
を
実
施
し
ま
し
ょ

う
。
ま
た
植
え
付
け
後
に
鳥
獣
害
を

受
け
、
新
梢
が
出
ず
枯
死
し
て
し
ま

う
樹
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
図
1
を

参
考
に
し
て
下
さ
い
。

2

結
果
母
枝
の
診
断

雌
花
（
果
実
）
の
着
生
は
結
果
母
枝

の
太
さ
と
長
さ
に
、
と
り
わ
け
太
さ

に
強
く
影
響
さ
れ
ま
す
。
い
ず
れ
の

品
種
も
結
果
母
枝
が
太
く
な
る
ほ
ど

多
く
の
結
果
枝
が
発
生
し
、
雌
花
が

増
加
し
ま
す
。
基
部
直
径
が

8
m
m
程

四
国
地
方
3
か
月
予
報
に
よ
る
と

11
月
は
高
気
圧
と
低
気
圧
が
交
互
に

通
り
天
気
は
周
期
的
に
変
わ
り
、

12

幼
畜
の
飼
養
管
理
と
畜
舎
環
境

の
見
直
し

大
洲
地
域
農
業
改
良
普
及
セ
ソ
タ
ー

主

査

菊

池

明

や
を
ー

ネ
方
ガ
四
リ
で
＼
 

〔
ど
うぉ

ー品
な
廃
竹
お

ー

図 1

竹や
冗さん定枝

まわりを
肥料袋で
おおう

苗木を鳥獣から守るために

度
の
太
い
結
果
母
枝
を
1
2
m
当
た
り

5
ー
6
本
取
る
よ
う
に
す
れ
ば
樹
が

過
繁
茂
に
な
る
こ
と
な
く
、
優
良
果

実
を
多
収
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

結
果
母
枝
が
細
く
な
っ
て
い
ま
せ
ん

か
。
枝
数
が
多
す
ぎ
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。
樹
勢
を
判
断
し
肥
培
管

理
や
せ
ん
定
作
業
を
実
施
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

月
は
冬
型
の
気
圧
配
置
が
時
々
強
ま

り
睛
れ
の
日
が
多
い
見
込
で
す
。

今
後
冬
期
に
入
る
た
め
、
飼
養
管

理
の
基
本
を
守
っ
て
下
さ
い
。

①
子
牛
の
飼
養
管
理

子
牛
の
体
温
調
節
機
能
は
出
生
直

後
す
で
に
完
成
し
て
い
る
が
、
新
生

子
牛
の
生
体
が
化
学
的
に
調
節
を
行

う
温
度
は
15
℃
で
あ
る
。
こ
の
饂
度

は、

12
週
令
以
降
に
な
る
と
約
2
℃

に
ま
で
低
下
し
、
外
気
湿
に
対
す
る

抵
抗
性
は
高
ま
る
。

特
に
肺
炎
や
下
痢
等
の
疾
病
に
よ

る
損
耗
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
た
め
、

日
常
の
観
察
を
十
分
に
行
い
、
異
常

が
あ
れ
ば
直
ち
に
獣
医
師
に
連
絡
し

対
策
を
講
じ
る
。

②
畜
舎
環
境
の
見
直
し

家
畜
を
寒
さ
か
ら
守
る
た
め
に
、

最
も
注
意
す
る
の
は
「
す
き
ま
風
」
で

あ
る
。畜
舎
を
点
検
し
、
す
き
ま
風
を
防

ぐ
こ
と
は
大
切
で
あ
る
が
、
一
方
で

は
畜
舎
の
換
気
が
悪
く
な
る
。
畜
舎

が
閉
め
ら
れ
た
状
態
で
は
、
舎
内
は

多
湿
と
な
り
牛
床
等
か
ら
発
生
す
る

ア
ソ
モ
ニ
ア
な
ど
の
有
害
ガ
ス
に
空

気
が
汚
染
さ
れ
、
逆
に
肺
炎
や
発
育

阻
害
要
因
と
な
る
。

そ
こ
で
、
天
気
の
良
い
日
は
積
極

的
に
窓
等
を
解
放
し
、
換
気
を
行
う

と
と
も
に
、
適
切
な
飼
養
給
与
、
こ

ま
め
な
敷
料
交
換
や
糞
尿
処
理
な
ど

細
か
い
飼
養
管
理
を
行
う
。

大
洲
地
域
農
業
改
良
普
及
セ
ソ
タ
ー

技
師
高
野
政
明

12
月
1
日
（
金
）
大
屋
敷
・
大
平

12
月
4
日
（
月
）
上
石
丸
・
師
走
野

下
小
藪
・
中
野

1
2月
6

日
（
水
）
藤
野
原
•
町

12
月
8
日
（
金
）
八
重
栗
・
上
森
山

大
成
・
正
山

12
月
11
日
（
月
）
久
保

12
月
13
日
（
水
）
嵯
峨
谷
・
見
の
越

月
野
尾
・
京
造

12
月
15
日
（
金
）
広
常
・
影
地

12
月
18
日
（
月
）
森
・
肱
栄
・
硯
・
久
下

樋
野
ロ
・
汗
生

12
月
19
日
（
火
）
中
津
・
小
倉

12
月
20
日
（
水
）
白
石
・
上
小
藪
・

中
小
藪

12
月
22
日
（
金
）
中
居
谷

・
嘉
城
・
共
栄

道
野
尾
・
赤
岩

12
月
25
日
（
月
）
大
駄
場

・
柳
・
郷

瓜
生
谷

12
月
27
日
（
水
）
全
敷
水
・
菟
野
尾

12
月
29
日
（
金
）
大
屋
敷
・
大
平

L
P
G
配
達
予
定
表

12
月
1
日
（
金
）
大
谷
方
面

12
月
8
日
（
金
）
岩
谷
・
小
藪
方
面

12
月
15
日
（
金
）
宇
和
川
方
面

12
月
22
日
（
金
）
予
子
林
方
面

1
2
月
醤
油
配
達
予
定
表

12
月
5
日
（
火
）
月
野
尾
・
小
藪
方
面

12
月
6
日
（
水
）
岩
谷
方
面

12
月
7
日
（
木
）
大
谷
方
面

12
月
12
日
（
火
）
宇
和
JI
北
方
面

12
月
13
日
（
水
）
中
津
方
面

12
月
14
日
（
木
）
宇
和
川
南
方
面

12
月
19
日
（
火
）
月
野
尾

・
小
藪
方
面

12
月
20
日
（
水
）
岩
谷
方
面

12
月
21
日
（
木
）
大
谷
方
面

12
月
26
日
（
火
）
宇
和
川
北
方
面

12
月
27
日
（
水
）
中
津
方
面

12
月
28
日
（
木
）
宇
和
川
南
方
面



尻前。隙l 統0~ 謡麟 (14)

本
研
修
は
、
全
国
林
業
構
造
改
善
協

会
が
実
施
主
体
と
な
っ
て
行
わ
れ
た
も

の
で
、
六
月
五
日
の
結
団
式
に
始
ま
り
、

翌
六
日
か
ら
十
九
日
ま
で
の
日
程
で
、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・
ド
イ
ツ
・
オ
ー
ス
ト

リ
ア
―
―
―
か
国
の
林
業
事
情
と
、
高
性
能

林
業
機
械
に
関
す
る
視
察
研
修
に
参
加

し
た
。
ま
た
、
各
国
の
文
化
・
歴
史
な

ど
も
直
接
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。

参
加
者
は
、
二
十
八
歳
か
ら
五
十
一

歳
ま
で
の
男
性
二
十
名
（
北
海
道
一
名
、

本
州
十
四
名
、
四
国
一＿一名
、
九
州
二
名
）

で
、
平
均
年
齢
三
十
九
歳
の
個
性
豊
か

な
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
で
あ
る
。

私
を
今
回
の
林
業
構
造
改
善
事
業

（
林
業
担
い
手
組
織
化
活
動
事
業
ー
人

肱
川
町
森
林
組
合

堀

井

一

男

平
成
五
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
林
業
構

造
改
善
事
業
は
、
今
年
で
三
年
目
に
入

り
、
地
域
協
議
会
活
動
事
業
（
ソ
フ
ト
、

町
）
、
林
業
担
い
手
組
織
化
活
動
事
業

（
ソ
フ
ト
、
森
林
組
合
）

・
林
道
整
備
事

業
（
月
野
尾
ー
上
森
山
線
、
森
林
組
合
）

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
年
度
の
事
業
費
総
額
は
、
四
千
九

百
二
十
八
万
円
の
計
画
で
各
事
業
種
目

を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
先
般
林
業
担
い
手
の
地
域
リ
ー

ダ
ー
を
養
成
す
る
海
外
研
修
（
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
）
が
実
施
さ
れ
、
肱
川
町
森
林
組
合

の
堀
井
参
事
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
今
号
と
次
号
の
二
回
に
わ

た
り
、
研
修
リ
ポ
ー
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

材
派
遣
・
交
流
）
の
研
修
に
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
こ
と
、
関
係
者
に
深
く

感
謝
し
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

，
 

研
修
は
、
国
外
が
十
三
泊
十
四
日
で

あ
っ
た
が
、
前
後
に
は
東
京
で
一
泊
、

東
京
？
松
山
間
を
バ
ス
で
往
復
（
車
内

二
泊
）
し
た
。
東
京
で
の
時
間
を
有
効

利
用
し
、
皇
居
を
徒
歩
で
視
察
（
五
日

に
右
回
り
、
十
九
日
に
は
左
回
り
）
で

き
た
の
も
、
体
を
丈
夫
に
育
て
て
く
れ

た
両
親
の
お
か
げ
と
改
め
て
感
謝
し
た

次
第
で
あ
る
。
欲
を
言
え
ば
、
も
う
少

し
酒
に
強
け
れ
ば
言
う
こ
と
は
無
い
の

で
あ
る
が
…
、
こ
れ
は
一
生
か
け
て
努

力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

林

構

だ

ょ
り

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
の
研
修

●
森
林
所
有
者
連
合
会
（
室
内
研
修
）

◇
八
つ
の
森
林
所
有
者
協
会
に
よ
り
連

合
会
が
つ
く
ら
れ
て
い
る
。
全
体
に
自

然
林
は
少
な
く
、

北
の
方
は
ア
カ
マ

ツ・

ト
ウ
ヒ
の
針
葉
桐
混
合
林
、
ア
カ
マ
ッ

林
（
土
地
が
肥
え
て
い
な
い
所
）
、
南
の

方
は
広
葉
樹
（
シ
ラ
カ
バ
他
）
が
多
い
。

全
体
で
は
、
ト
ウ
ヒ
四
五
％
、
ア
カ
マ

ツ
四

0
%、
広
葉
樹
一
五
％
、
と
な
っ

て
い
る
。

◇

『
一
六
五

0
年
頃
農
耕
地
を
増
や
し
、

一
八

0
0
年
か
ら
植
林
を
進
め
、
一
九

二
0
年
代
か
ら
木
の
材
積
は
増
え
始
め

た。』
◇
-
｛
り
当
り
材
積
は
、
一
五
対
あ
り
、

伐
採
量
も
上
昇
し
て
い
る
。
土
地
の
所

有
は
、
私
有
林
五

0
%、
会
社
有
林
四

0
%、
地
方
自
治
体
一

0
％
で
あ
る
。

私
有
林
は
、
一
戸
当
り
平
均
約
五
〇
ぢ

で
農
地
と
一
緒
に
管
理
さ
れ
て
い
た
が
、

現
在
は
七
五
％
が
別
所
有
と
な
っ
た
。

◇
森
林
所
有
者
協
会
員
は
現
在
約
八
万

九
千
人
で
、
平
均
所
有
面
積
は
六
四
ぢ

で
あ
る
。
一
九
三

0
年
に
、
「
森
林
所
有

者
が
力
を
合
わ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
、

と
ス
タ
ー
ト
し
た
。

◇
協
会
の
仕
事
は
、
①
単
価
を
決
定
す

る
、
②
材
を
集
め
る
、
③
木
材
工
場
を
買

う
（
二
十
製
材
工
場
所
有
）
、
④
パ
ル
プ

編集•発行
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戸

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
ア
カ
マ
ツ
林

工
場
を
作
る
、
こ
と
で
あ
る
。

◇
木
材
の
輸
出
は
、

E
u
（
ド
イ
ツ
、

イ
ギ
リ
ス
）
へ
八

0
%、
日
本
へ
も
量

は
少
な
い
が
輸
出
し
て
い
る
。
四
つ
の

会
社
が
主
役
で
あ
り
、
う
ち
二
社
（
ス

ポ
ー
ラ
、

S
C
A
)
は
世
界
的
に
も
大

き
な
会
社
で
あ
る
。
九
五
年
一
月
よ
り

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
も

E
u
に
加
盟
し
て
お

り
、
現
在
の
輸
出
に
は
何
も
問
題
は
な

い
と
の
こ
と
。

◇
林
業
専
業
は
約
一
千
人
お
り
、
四
分

の
一
は
農
林
業
で
あ
る
。
林
業
を
中
心

に
し
て
い
る
人
は
少
な
く
、
粗
収
入
の

1
0％
が
林
業
か
ら
で
あ
る
。

◇
五
〇
ぢ
の
所
有
林
よ
り
、
一
芦
当
り

年
に
五
面
生
産
で
き
れ
ば
二
五

0
面
と

な
り
、
実
収
入
は
日
本
円
で
約
九
十
万

円
と
な
る
。
国
か
ら
の
援
助
は
全
く
与

え
ら
れ
て
い
な
い
。
メ
ラ
ー
ル
地
方
で

の
造
林
費
は
、
日
本
円
で
一
芦
当
り
十

ー
十
二
万
円
で
あ
る
。

●
森
林
所
有
者
協
会
（
現
地
）

視
察
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
森
林
所
有

者
協
会
に
は
、
八
千
五
百
人
の
会
員
が

お
り
、
六

0
万
芦
の
森
林
を
所
有
し
、

取
扱
高
は
日
本
円
で
約
百
二
十
億
円
で

あ
る
。
木
材
を
森
林
所
有
者
か
ら
買
い

上
げ
る
現
地
主
任
は
二
十
四
名
い
る
。

◇
現
地
主
任
は
、
森
林
所
有
者
の
希
望

に
よ
り
現
地
を
見
て
販
売
で
き
る
か
検

討
し
、
販
売
で
き
れ
ば
伐
採
す
る
木
や

保
護
す
る
木
に
マ
ー
ク
を
す
る
。
大
き

い
石
が
あ
る
と
か
、
湿
地
な
ど
と
い
う

状
態
に
よ
り
単
価
が
変
わ
る
。
そ
し
て
、

委
託
業
者
に
伐
出
し
て
も
ら
い
、
輸
送

業
者
に
輸
送
し
て
も
ら
う
。
数
量
の
報

告
が
あ
り
、
協
会
か
ら
森
林
所
有
者
に

代
金
を
支
払
う
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

◇
訪
れ
た
の
は
ア
カ
マ
ツ
（
八

0
|
-

0
0年
）
の
約
三
ぢ
の
間
伐
伐
採
現
場
。

こ
の
現
場
で
は
、

F
M
G
.
M
S
T
E

R

（
直
径
六
二
〖ン

ま
で
切
れ
る
機
械
）
を

使
用
し
て
い
る
。
機
械
利
用
料
は
、
時

問
当
り
七

O
O
s
k
u
で
あ
り
、
一
時

間
に
一
五
ー
ニ

0
面
伐
採
す
る
。

冬
で
も
、
雨
の
日
で
も
、
一
日
に
二

人
で
十
四
時
間
作
業
を
行
う
そ
う
で
、

単
価
・
効
率
は
日
本
と
比
較
に
な
ら
ず
、

素
睛
ら
し
い
と
思
っ
た
。

間
伐
と
言
っ
て
も
、
複
層
林
仕
立
て

を
す
る
よ
う
に
、
点
々
と
残
し
て
あ
る

だ
け
で
あ
る
。
皮
も
枝
も
集
め
て
、
細

か
く
砕
い
て
燃
料
に
し
、
そ
の
後
土
地

を
掘
り
起
こ
し
て
天
然
更
新
を
行
う
そ

う
で
あ
る
。
雪
は
五

O
t'.位
積
も
る
こ

と
も
あ
る
が
風
は
あ
ま
り
吹
か
な
い
の

で
、
日
本
で
は
考
え
ら
れ
な
い
く
ら
い

通
直
な
マ
ツ
で
あ
る
。
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I
i、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・
バ
ル
メ
ッ
ト

9
0
1

間
伐
の
赤
松
現
場

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
は
若
い
が
、
チ
ェ
ン

ソ
ー
を
二
年
問
使
用
し
て
そ
の
後
集
材

作
業
を
行
い
、
伐
採
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

と
な
っ
て
い
く
よ
う
で
あ
る
。

現
場
主
任
は
、
以
前
は
重
労
働
で
あ
っ

た
が
、
現
在
で
は
軽
作
業
に
な
っ
た
の

で
女
性
も
進
出
し
て
い
る
。
高
卒
後
、

二
年
間
の
実
地
研
修
、
二
年
間
の
理
論

の
教
育
を
受
け
て
（
教
育
費
は
無
料
）
現

場
主
任
に
な
れ
る
。
な
に
よ
り
、
林
業

の
仕
事
に
誇
り
を
持
っ
て
従
事
し
て
い

る。●
王
立
大
学
に
て

午
前
中
は
、
大
学
の
内
容
、
歴
史
等

に
つ
い
て
講
義
を
受
け
、
午
後
移
動
し

て
0

伐
採
、
0

機
械
、

0

森
林
の
小
さ

な
機
械
、
に
つ
い
て
講
義
を
受
け
る
。

◇
機
械
の
開
発
に
つ
い
て
は
、
大
学

（
研
究
者
・使
用
者
・
製
造
者
）
か
コ
ン
タ

ク
ト
を
取
り
な
が
ら
進
め

て
い
る
。

◇
バ
ル
メ
ッ
ト

9
0
1
（
木
を
切
り
な

が
ら
進
ん
で
い
く
機
械
）
を
年
間
二
、

五
O
O
I
三、

0
0
0
時
間
使
用
し
、

三
人
の
運
転
手
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で

六
時
か
ら
二
十
四
時
ま
で
作
業
を
行
い
、

年
二
万
面
の
伐
採
が
可
能
で
あ
る
。

◇
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
に
よ
り
土
壌
に
与
え

る
影
響
が
異
な
り
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の

技
術
が
い
か
に
大
切
か
を
知
っ
た
。

◇
搬
出
に
つ
い
て
は
、
馬
の
使
用
は
十

年
前
に
一
度
無
く
な
っ
て
い
た
が
、
現

在
三
百
人
が
馬
に
よ
る
搬
出
を
行
っ
て

い
る
。
馬
の
ほ
う
が
経
済
的
に
よ
い
場

合
も
あ
る
。

◇
環
境
を
考
え
て
、
機
械
に
植
物
油
を

利
用
す
る
こ
と
も
行
わ
れ
て
い
る
。
急

傾
斜
地
で
作
業
す
る
ア
リ
の
よ
う
な
機

械
の
研
究
も
進
ん
で
い
る
。

◇
林
業
労
働
者
は
、
一
九
五

0
年
に
五

万
人
い
た
の
が
一
九
九

0
年
に
は
五
千

人
に
減
っ
た
が
、
よ
く
仕
事
の
出
来
る

三
十
ー
四
十
五
歳
の
人
が
残
っ
て
い
る
。

◇
主
伐
及
び
間
伐
現
地
で
の
機
械
利
用

状
況
も
視
察
で
き
た
。
朝
六
時
か
ら
作

業
を
開
始
し
て
お
り
、
伐
採
本
数
、
材

積
も
機
械
に
設
置
さ
れ
た
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
に
記
録
さ
れ
て
い
た
。

ド
イ
ツ
で
の
研
修

ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
街
道
を
通
っ
て
、
ノ

イ
シ
ュ
バ
ソ
シ
ュ
タ
イ
ン
城
及
び
周
辺

の
森
、
街
道
沿
い
の
視
察

•

ド
イ
ッ
ト
ウ
ヒ
の
風
害
地

二
年
前
、
時
速
百
キ
ロ
（
秒
速
二
七

・

七
ば
）
の
風
が
二
日
間
吹
い
た
。
ド
イ

ッ
ト
ウ
ヒ
は
、
二
日
間
で
二
年
間
分
の

量
が
倒
れ
た
。
そ
の
当
時
ド
イ
ツ
ト
ウ

ヒ
は
伐
期
齢
に
達
し
て
お
り
、
風
害
の

上
に
雪
害
も
加
わ
り
被
害
は
大
き
く
な
っ

こ。t
 こ
の
事
実
か
ら
も
、
新
植
す
る
時
は

自
然
災
害
に
強
い
森
林
を
作
る
た
め
、

樹
種
を
選
び
保
育
す
る
必
要
性
を
感
じ

こ。t
 

•

キ
ン
グ
湖

キ
ン
グ
湖
は
、
チ
ロ
ル
地
方
か
ら
水

が
流
れ
て
き
て
い
る
。
し
か
し
、
生
活

排
水
等
が
湖
に
流
れ
込
み
、
水
は
汚
れ

て
い
っ
た
。
そ
れ
を

E
C
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
よ
り
、
汚
水
が
湖
に
流
れ
込
ま

な
い
工
事
を
行
い
、
昔
の
美
し
い
キ
ン

グ
湖
に
戻
っ
た
。

「
原
因
を
元
か
ら
絶
つ

」と

い
う
事
業

を
成
功
さ
せ
る
こ
と
は
素
晴
ら
し
い
。

チ
ロ
ル
地
方
は
現
在
、
水
や
森
林
が

美
し
く
酪
農
が
栄
え
、
豊
富
な
観
光
資

源
に
よ
り
生
き
て
い
る
。

ド
イ
ツ
・
林
作
業
学
校
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

セ
ン
タ
ー

ドイツ・タワーヤーダにより搬出

•

ト
レ
ー

ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

（
バ
イ
エ
ル
ン
州
）

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ソ

タ
ー
で
は
、
森

林
作
業
者
（
三
年
間
の
教
育
が
必
要
）
．

森
林
局
・
国
家
公
務
員
の
教
育
、
大
学

生
の
実
習
、
企
業
で
は
教
育
で
き
ず
個

人
で
学
び
た
い
人
の
た
め
の
教
育
、
林

業
家
に
対
す
る
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
等
を
行
っ

て
い
る
。
す
な
わ
ち
バ
イ
エ
ル
ソ
州
の

山
を
管
理
す
る
人
を
育
成
す
る
セ
ソ
タ
ー

で
あ
る
。
（
バ
イ
エ
ル
ソ
州
の
山
林
は
、

私
有
林
五
四
％
、
州
有
林
三
三
％
、
市

町
村
有
林
一
三
％
で
あ
る
。
）

森
林
局
の
仕
事
は
、
営
林
、
市
町
村

及
び
企
業
に
森
林
の
法
律
を
徹
底
す
る

こ
と
で
あ
る
。

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ソ
タ
ー
に
お
い
て
、

搬
出
機
械
の
講
義
を
受
け
、
タ
ワ
ー
ヤ
ー

ダ
ー

(
K
3
0
3
)
の
ビ
デ
オ
を
見
て
、

搬
出
現
地
に
む
か
っ
た
。

●
酸
性
雨
に
つ
い
て

モ
ミ
、
ト
ウ
ヒ
は
、
枝
が
葉
で
見
え

な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
が
健
康
で

良
い
木
と
言
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

こ
こ
で
は
先
端
部
に
葉
が
少
な
く
枝
が

見
え
て
い
る
。
チ
ェ
コ
・
ス
ロ
バ
キ
ア

の
影
響
で
あ
り
、
ヒ
フ
リ
山
脈
の
方
は

酸
性
雨
で
森
が
被
害
を
受
け
て
い
る
。

酸
性
雨
に
強
い
木
を
植
え
る
と
い
う
の

で
は
な
く
、
酸
性
雨
の
原
因
を
無
く
す

こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
の
話
を
聞
き
、

キ
ン
グ
湖
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
っ
た

「
原
因
を
元
か
ら
絶
つ

」
と
い
う
こ
と
を

思
い
出
し
た
。

一
日
も
早
く
こ
れ
が
実
行
さ
れ
る
日

が
来
れ
ば
と
念
願
す
る
。

•

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
集
材

価
値
の
高
い
樹
木
を
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

で
集
材
す
る
場
合
、
一
回
の
輸
送
に
か

か
る
時
間
が
ニ
ー
三
分
以
内
で
な
く
て

は
、
採
算
が
合
わ
な
い
。
利
用
料
に
つ

い
て
は
一
分
間
三

0
—
四

0
マ
ル
ク

（
二
、
一
三

0
ー

ニ
、
八
四

0
円
）
と
高

額
で
あ
る
。

需
要
と
供
給
の
バ
ラ
ソ
ス
が
と
れ
る

よ
う
に
な
れ
ば
、
今
後
利
用
率
は
著
し

く
伸
び
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

（
以
下
、
次
号
に
続
く
）
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のワイ ドテレピ！！ 年
末
、

今
年
最
後
の
運
だ
め
し
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歳
末
連
合
大
売
出
し

今
年
も
残
す
と
こ
ろ

ー
カ
月
余
り
と
な
り
、

冬
の
気
配
を
ひ
し
ひ
し

と
感
じ
る
頃
と
な
り
ま

し
た
。肱
川
ク
ロ
ー
バ
ー
ス

タ
ソ
プ
会
と
歳
末
連
合

大
売
出
し
協
賛
加
盟
店

で
は
、
一
年
間
の
ご
愛

顧
に
感
謝
し
て
今
年
も

例
年
ど
お
り
十
二
月
一

日
か
ら
三
十
一
日
ま
で

の
一
カ
月
間
、
肱
川
町

と
河
辺
村
で
歳
末
連
合
大
売
出
し
を
行

い
ま
す
。

特
等
に
は
ワ
イ
ド
テ
レ
ビ
が
三
本
、

そ
の
他
一
等
か
ら
五
等
ま
で
各
種
景
品

を
取
り
揃
え
て
い
ま
す
。

大
売
出
し
期
間
中
は
、
年
末
年
始
の

商
品
を
は
じ
め
日
用
品
ま
で
手
ご
ろ
な

価
格
で
提
供
し
、
お
客
様
に
喜
ん
で
い

た
だ
け
る
よ
う
お
買
得
商
品
を
豊
富
に

揃
え
皆
様
の
ご
来
店
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。年
末
年
始
の
お
買
物
、
ご
利
用
は
ぜ

ひ
地
元
商
店
を
ご
用
命
く
だ
さ
い
。

歳
末
連
合
大
売
出
し
の
内
容＊期間

十二月一日から三十一日までの

一カ月問です。

＊抽選補助券

大売出し期間中、五百円のお買

い物に一枚差し上げます。

＊抽選

抽選補助券二十枚で一回抽選が

出来ます。

＊抽選期間・抽選会場

●十二月二十四日から三十一日ま

でと、一月五日、六日の十日問

は、肱川町鹿野川・川上商工会

二階集会室で行います。

•一月八日・九日の二日問は河辺村植松・河辺村老人福祉セソター

で行います。

時間は、毎日午前九時から午後

五時までです。

＊景品

特等28型ワイドテレビ三本

一等？一＿一等・家電商品等の豪華

景品。

四等五百円の商品券

五等実用向き各種景品

空くじはありません。必ず何か

が当たります。

年末には、下記の歳末連合大売

出し加盟店をご利用の上、好運を

お引き当て下さい。

F 〉-マ -- --

橋 冨曽シ佐河ク京｝IIJI|鹿鹿鹿大あ二鹿 ,, u鉾已谷令［
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九
月
二
十
八
日
・
ニ
十
九
日
の
二
日

間
、
岡
山
県
英
田
町
へ
役
員
十
二
名
と

事
務
局
二
名
で
研
修
旅
行
を
実
施
し
た
。

初
日
は
、
倉
敷
美
観
地
区
を
自
由
散

策
の
後
、
湯
郷
温
泉
「
竹
亭
」
に
入
る
。

翌
朝
は
、
英
田
町
に
お
い
て

F
I
サ
ー

キ
ッ
ト
を
見
学
、
運
良
く
二
日
後
に
控

え
た

二
輪
車
レ
ー
ス
の
公
開
練
習
日
で

あ
っ
た
。
目
の
前
を
爆
音
を
上
げ
て
走

り
抜
け
る
迫
力
、
コ
ー
ナ
ー
を
回
る
ス

リ
ル
を
満
喫
し
、
今
回
の
研
修
旅
行
の

第
一
の
目
的
地
で
あ
る
英
田
町
商
工
会

へ
と
バ
ス
を
走
ら
せ
、
研
修
会
に
臨
ん

こ。f
 英
田
町
商
工
会
は
、
人
口
三
千
六
百

人
余
り
で
商
工
業
者
数
百
九
十
二
名
、

小
規
模
事
業
者
数
百
六
十
五
名
、
会
員

数
百
＝
―
十
一
名
の
規
模
で
あ
る
。

研
修
会
で
は
、
英
田
町
商
工
会
の
片

岡
会
長
よ
り

F

I
で
取
り
組
む
、
む
ら

お
こ
し
事
業
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
頂
点
を
競
う

F

I
世
界
選
手
権
は
、
昨
年
に
続
い
て
今

年
で
二
回
目
の
開
催
で
あ
り
、
五
万
五

千
人
の
入
場
客
と
二
千
三
百
人
の
チ
ー

ム
関
係
者
及
び
報
道
関
係
者
の
内
、
約

千
七
百
人
を
受
け
入
れ
る
湯
郷
湿
泉
で

は
観
光
協
会
、
旅
館
従
業
員
を
対
象
に

英
会
話
講
習
会
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

世
界
的
な
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
、

F

I
を
民
間
の
力
で
盛
り
上
げ
よ
う
と
商

工
会
議
所
連
合
会
な
ど
経
済
五
団
体
と

岡
山
県
、
観
光
連
盟
、
県
議
会
の
ト
ッ

プ
が
設
立
発
起
人
と
な
り
、
岡
山
国
際

倶
楽
部
を
設
立
、
名
誉
会
長
に
岡
山
県

知
事
が
就
任
し
現
在
に
至
っ
て
い
る
と

の
事
で
あ
る
。
特
定
の

F
I
グ
ラ
ン
プ

リ
を
地
元
政
財
界
が
応
援
す
る
世
界
で

も
珍
し
い
任
意
団
体
で
あ
る
。

同
倶
楽
部
で
は
個
人
一
ロ
一
万
円
、

団
体
十
万
円
で
会
員
を
募
集
、
現
在
は

団
体
八
十
五
、
個
人
百
九
十
三
名
が
入

会
し
て
い
る
と
の
事
で
あ
る
。
グ
ラ
ソ

プ
リ
開
催
に
伴
う
地
元
へ
の
経
済
効
果

も
期
待
さ
れ
、
昨
年
は
四
日
問
で
九
万

七
千
人
の
観
客
を
集
め
約
九
十
億
円
の

経
済
効
果
を
上
げ
た
。

商
工
会
で
は
、
町
及
び
関
係
団
体
、

地
域
住
民
の
協
力
を
得
て
む
ら
お
こ
し

事
業
を
実
施
し
、
農
産
物
を
始
め
観
光

資
源
の
調
査
を
五
年
間
継
続
し
、

F

I

グ
ラ
ン
プ
リ
開
催
時
の
来
町
者
に
提
供

出
来
る
地
域
特
産
品
の
開
発
に
取
り
組

ん
で
来
た
。

む
ら
お
こ
し
事
業
実
行
委
員
会
で
は
、

特
産
品
包
装
紙
等
の
シ
ソ
ボ
ル
マ
ー
ク

F
I
の
ま
ち
英
田
町
を
訪
ね
て

ー

役

員

県

外

研

修

ー

今
回
は
フ
ァ
ミ
リ
ー
シ
ョ
ッ
プ
あ
お

ば
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

あ
お
ば
は
ご
主
人
の
盛
一
さ
ん
と
奥

冨

永

盛

一

さ

ん

（
フ
ァ
ミ
リ
ー
シ
ョ
ッ
プ
あ
お
ば
）

お
客
様
を
大
切

積
極
的
な
店
づ
く
り

を
募
集
、
決
定
し

F
I
関
連
の
グ
ッ
ズ

や
土
産
品
の
開
発
を
進
め
、
町
内
業
者

に
よ
る

F

I
タ
イ
ヤ
ド
ー
ナ
ツ
、
英
田

焼
の
マ
グ
カ
ッ
プ
を
開
発
、
製
造
し
て

い
る
。
ま
た
、
商
工
会
青
年
部
有
志
に

よ
る
土
産
物
品
作
り
グ
ル
ー
プ
が
誕
生

し、

F
I
型
備
前
焼
の
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
、

F
I
プ
レ
ス
シ
ャ
ツ
を
製
造
、
酒
造
会

社
に
よ
る
大
吟
醸
練
り
込
み
う
ど
ん
、

行
政
で
は

F
I
型
ラ
イ
タ
ー
等
の
特
産

品
作
り
が
始
ま
っ
て
い
る
と
言
う
事
で

あ
る
。片
岡
会
長
は
、
む
ら
お
こ
し
事
業
の

経
緯
に
つ
い
て
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
に

説
明
さ
れ
、
今
後
も
継
続
し
て
実
施
す

る
と
の
事
で
あ
っ
た
。

研
修
会
終
了
後
、
吉
井
町
の
ド
イ
ツ

の
森
で
昼
食
を
す
ま
せ
帰
路
に
つ
い
た
。

さ
ん
の
光
恵
さ
ん
の
二
人
で
、
鹿
野
川

の
中
心
部
に
位
置
す
る
冨
永
呉
服
店
の

向
い
で
経
営
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
開
業

さ
れ
て
以
来
十
三
年
に
な
る
そ
う
で
、

日
用
品
、
食
料
品
の
販
売
は
も
ち
ろ
ん

で
す
が
、
五
年
前
か
ら
米
の
販
売
も
始

め
ら
れ
ま
し
た
。

盛
一
さ
ん
は
、
長
年
の
経
験
と
鋭
い

感
覚
で
、
選
び
ぬ
か
れ
た
商
品
ば
か
り

を
仕
入
れ
て
地
域
の
皆
さ
ん
の
食
卓
を

満
た
し
て
い
ま
す
。
特
に
主
食
の
米
は

全
国
各
地
の
お
い
し
い
銘
柄
を
揃
え
、

大
量
に
扱
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
健

康
食
品
で
も
あ
る
麦
も
取
り
扱
っ
て
お

ら
れ
ま
す
。
一
度
試
食
し
て
み
て
下
さ

、o
し
配
達
は
主
人
の
盛
一
さ
ん
が
迅
速
に

さ
れ
、
希
望
の
時
間
に
お
届
け
し
ま
す
。

ま
た
、
お
歳
暮
・
中
元
な
ど
の
ギ
フ
ト

商
品
も
各
種
取
り
揃
え
、
即
対
応
で
ぎ

ま
す
の
で
ご
注
文
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す。
今
後
の
こ
と
に
つ
い
て
尋
ね
る
と
、

「
山
鳥
坂
ダ
ム
に
伴
う
付
替
道
路
な
ど
、

不
安
と
期
待
が
交
錯
し
て
い
ま
す
。
是

非
、
行
政
に
誤
り
の
な
い
判
断
を
さ
れ

る
こ
と
を
願
う
と
と
も
に
、
将
来
に
希

望
が
持
て
る
よ
う
お
願
い
し
た
い
で
す
。

私
も
よ
り
一
層
努
力
を
重
ね
、
お
客
様

の
心
を
つ
か
ん
だ
店
づ
く
り
目
指
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
」
と
、
町
の

こ
と
も
考
え
た
話
を
し
て
い
た
だ
ぎ
ま

し
た
。是
非
一
度
お
立
寄
り
下
さ
い
。
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

”
あ
お
ば
“
の
今
後
ま
す
ま
す
の
発

展
を
祈
り
ま
す
。

以
上
の
入
賞
作
品
は
、
税
を
知
る
週

問
行
事
の
一
環
と
し
て
大
洲
税
務
署
に

展
示
さ
れ
た
ほ
か
、
納
税
意
識
の
高
揚

に
役
立
つ
場
所
に
展
示
さ
れ
ま
す
。

◎
中
学
校
の
部

【
入
選
】

河
辺
中
学
校

二

年

本

田

暁

子

六
年
四
年

宮
田
冨
永

佳
織大

十
月
二
十
三
日
大
洲
商
工
会
議
所
で
、

大
洲
喜
多
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
の
主

催
に
よ
る
「
税
に
関
す
る
書
道
展
」
の
作

品
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
書
道
展
は
、
租
税
教
育
と
納
税

意
識
の
高
揚
を
目
的
に
、
大
洲
喜
多
租

税
教
育
推
進
協
議
会
並
び
に
大
洲
税
務

署
、
八
幡
浜
地
方
局
の
後
援
に
よ
り
毎

年
実
施
さ
れ
、
大
洲
市
・
喜
多
郡
内
の

小
・
中
学
生
か
ら
今
年
も
多
数
の
応
募

が
あ
り
ま
し
た
。

肱
川
町
か
ら
は
、
中
野
小
学
校
・
予

子
林
小
学
校
・
正
山
小
学
校
の
三
校
、

河
辺
村
は
河
辺
中
学
校
か
ら
合
計
百
十

一
名
が
出
品
、
次
の
方
が
た
が
入
賞
さ

れ
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

◎
小
学
校
の
部

【
佳
作
】

正
山
小
学
校

【
入
選
】

予
子
林
小
学
校

中
野
小
学
校

五
年

レ
し才
I
ノ

智
子
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十
月
二
十
二
日
よ
り
一

泊
二
日
で
、
我
々
商
工
会

青
年
部
は
毎
年
恒
例
の
県

外
研
修
旅
行
に
出
か
け
た
。

初
日
は
新
居
浜
市
の
愛
媛
県
総
合
科

学
博
物
館
を
見
学
。
館
内
は
、
古
代
人

の
宇
宙
観
、
自
然
観
か
ら
現
代
の
最
新

テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
ま
で
、
順
路
に
そ
っ
て

わ
か
り
や
す
く
案
内
し
て
あ
る
。
科
学

と
い
う
と
、
私
は
理
科
の
実
験
室
の
よ

う
な
あ
る
種
の
「
冷
た
さ
」
を
イ
メ
ー
ジ

し
て
し
ま
う
の
だ
が
、
そ
の
源
に
は
未

知
な
る
も
の
へ
の
新
し
い
可
能
性
を
求

め
る
人
類
の
「
情
熱
」
が
あ
る
こ
と
に
気

づ
く
。翌
日
は
い
よ
い
よ
目
的
地
で
あ
る
塩

江
町
に
到
着
。
塩
江
町
は
、
県
都
高
松

市
よ
り
車
で
三
ー
四
十
分
。
町
の
中
を

川
が
流
れ
、
湿
泉
が
あ
り
、
ダ
ム
ま
で

あ
り
、
人
口
約
三
千
八
百
人
と
、
肱
川

町
と
環
境
が
非
常
に
よ
く
似
た
町
と
い

え
る
。同
町
内
の
ホ
テ
ル
に
て
地
元
青
年
部

と
「
地
域
活
性
化
及
び
今
後
の
青
年
部

活
動
」
を
テ
ー
マ
に
意
見
交
換
を
行
っ

た
。
青
年
部
活
動
と
し
て
は
、
年
四
回

の
大
き
な
イ

ベ
ン
ト
を
主
催
。
中
で
も

「ホ

タ
ル
祭
り
」
に
話
が
移
る
と
指
導
員

さ
ん
の
声
も
ト
ー
ソ
が
上
が
り
、
そ
の

自
負
が
う
か
が
え
た
。
県
外
か
ら
の

お
客
さ
ん
も
多
く
、
民
宿

・
ペ
ン
シ
ョ

ン
を
あ
わ
せ
る
と
二
十
軒
ほ
ど
あ
る

宿
泊
施
設
は
満
杯
に
な
り
、
ホ
タ
ル

て
と
い
え
ば
塩
江
町
＇
•

と
県
外
に
も
広

こ園
く
周
知
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
。
私

公
は
知
ら
な
か
っ
た
が

、

た
だ
こ
の

0
0と
い
え
ば
ど
こ
そ
こ
」
と
い
う

林栗
「
の
が
あ
る
と
町
の
イ

メ
ー
ジ
づ
く
り

が
容
易
だ
ろ
う
。

ま
た
変
な
背
伸
び
は
せ
ず
、
あ
り

あ
ま
る
自
然
を
武
器
に
、
山
の
緑
や

． 
＝ ． ・ • 

交流会で熱心に意見を交わす部員

ー
県
外
研
修
・

香
川
県
塩
江
町
1

”
ホ
タ
ル
“

で
ま
ち
を
活
性
化

川
上
商
工
会
婦
人
部

（
部
長

・
三
井
久
美
子
）
で

は
、
十
月
二
十
六
日
に
た

ば
こ
小
売
組
合
川
上
支
部
と
合
同
で
、

丸
山
公
園
、
鹿
野
川
園
地
及
び
鹿
野
川

大
橋
か
ら
ダ
ム
ま
で
の
国
道
一
九
七
号

線
の
空
カ
ン
、
空
ビ
ソ
拾
い
等
の
清
掃

奉
仕
作
業
を
行
っ
た
。

各
種
団
体
等
で
の
奉
仕
活
動
に
よ
り
、

以
前
と
比
べ
る
と
量
は
か
な
り
減
少
し

て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
空
カ
ン

、
空
ビ

ン
の
投
げ
捨
て
は
一
向
に
無
く
な
る
様

子
が
見
ら
れ
な
い
。

国
道
や
公
園
に
投
げ
捨
て
ら
れ
て
い

る
空
カ
ン
や
ゴ
ミ
は
、
景
観
を
損
ね
る

だ
け
で
な
く
事
故
に
つ
な
が
る
危
険
性

も
多
い
た
め
、
他
人
の
迷
惑
を
考
え
備

え
付
け
の
空
カ
ソ
入
れ
や
ゴ
ミ
入
れ
に

捨
て
る
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

川
の
せ
せ
ら
ぎ
を
都
会
に
ア
ピ
ー
ル
し

て
い
る
と
い
う
。
と
い
う
の
も
都
会
か

ら
の
お
客
さ
ん
を
招
く
と
、
地
元
の
者

に
は
何
の
変
哲
も
な
い
物
や
風
景
に
感

激
さ
れ
て
、
こ
ち
ら
が
ハ
ッ
と
す
る
こ

と
が
多
い
と
い
う
の
だ
。
こ
の
辺
に
田

舎
が
生
き
の
こ
る
ヒ
ン
ト
が
あ
る
の
か

も
し
れ
な
い
。

こ
の
後
、
栗
林
公
園
で
日
本
庭
園
を

散
策
、
マ
イ
ソ
ト
ピ
ア
別
子
に
も
立
ち

寄
り
、
肱
川
町
へ
と
帰
路
に
つ
い
た
。

―ヽ ・ • -

川
上
商
工
会
婦
人
部

空
カ
ン
拾
い
で

環
境
美
化

今
年
も
後
四
十
日
。
い
つ

も
年
末
に
な
る
と
月
日
の
経

つ
の
が
早
い
と
惑
じ
る
の
は

私
だ
け
だ
ろ
う
か
。

一
年
の
計
は
元
旦
に
あ
り
、

と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
私
も
、

今
年
の
お
正
月
、
気
持
ち
新

た
に
新
年
を
迎
え
た
。

お
と
そ
気
分
も
抜
け
切
ら
な
い
一
月

十
七
日
早
朝
、
日
本
中
を
震
撼
さ
せ
た

阪
神
大
震
災
。
毎
日
の
よ
う
に
報
道
さ

れ
る
惨
状
を
み
て
、
自
然
の
脅
威
に
た

だ
た
だ
凄
い
と
い
う
驚
ぎ
と
、
復
興
に

取
り
組
む
人
そ
し
て
そ
れ
を
支
援
す
る

人
の
人
間
関
係
の
す
ば
ら
し
さ
を
惑
じ

た
。
震
災
の
被
害
は
甚
大
な
も
の
に
な
っ

た
。
国
、
自
治
体
の
対
応
の
ま
ず
さ
を

指
摘
す
る
声
が
多
く
、
行
政
は
、
防
災

に
対
し
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
を
急
ぐ
結
果
と

な
っ
た
。
し
か
し
、
現
地
を
視
察
に
い

か
れ
た
方
の
中
に
は
、
こ
の
災
害
が
一

層
悲
惨
な
も
に
な
っ
た
の
は
、
国
、
自

治
体
の
対
応
の
遅
れ
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
、
本
来
自
治
と
い
う
自
ら
が
治
め
る

春亙秋冬

清掃奉仕に汗を流す婦人部員

地
域
と
し
て
の
機
能
の
欠
如
、
都
市
に

あ
り
が
ち
な
地
域
住
民
同
士
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ソ
の
無
さ
を
指
摘
し
て
い

る。
そ
し
て
、
三
月
の
地
下
鉄
サ
リ
ソ
事

件
。
捜
査
が
進
む
に
つ
れ
て
明
ら
か
に

な
る
奇
行
の
連
続
。
連
日
連
夜
の
報
道

で
は
、
サ
リ
ン
、
マ
イ
ン
ド
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
、
サ
テ
ィ
ア
ン
等
、
我
々
が
普
段
耳

に
し
な
い
言
葉
が
飛
び
交
う
。
―
つ
の

真
理
？
で
集
団
を
形
成
し
、
手
段
を
選

ば
ず
他
を
排
除
し
て
し
ま
う
。

兵
庫
銀
行
、
東
京
協
和
等
の
破
綻
が

も
た
ら
し
た
金
融
不
安
。
バ
ブ
ル
の
清

算
は
ま
だ
終
っ
て
い
な
い
。
マ
ネ
ー
ゲ
ー

ム
を
先
導
し
、
多
く
の
企
業
や
個
人
を

巻
き
込
ん
だ
金
融
機
関
の
実
態
が
ま
す

ま
す
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
く
。
お
金
と

い
う
魔
物
に
魅
せ
ら
れ
て
、
集
団
が
起

こ
し
た
社
会
現
象
。
ど
こ
か
オ
ー
ム
真

理
教
と
似
て
い
る
。

時
代
は
ま
さ
に
情
報
化
。
今
、
自
宅

の
パ
ソ
コ
ン
で
イ
ソ
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利

用
し
様
々
な
情
報
が
手
に
入
る
。
グ
ロ
ー

バ
ル
化
、
ボ
ー
ダ
レ
ス
化
さ
れ
て
い
く

社
会
の
な
か
で
、
ま
す
ま
す
人
間
は
孤

立
化
し
、
個
性
化
し
て
い
く
。
自
分
の

興
味
の
あ
る
こ
と
に
は
今
迄
以
上
に
真

剣
に
取
り
組
む
が
、
そ
れ
以
外
の
こ
と

は
排
除
し
て
し
ま
う
。
個
人
の
個
性
化

が
進
む
一
方
で
、
個
人
が
係
わ
る
協
同

体
の
範
囲
が
広
が
る
、
そ
ん
な
時
代
が

や
っ
て
ぎ
そ
う
だ
。
個
人
の
哲
学
と
社

会
（
協
同
体
）
の
持
つ
機
能
の
新
た
な
関

係
を
構
築
し
て
い
か
な
い
と
、
大
変
な

世
の
中
が
や
っ
て
き
そ
う
だ
と
考
え
て

し
ま
う
年
の
瀬
で
あ
る
。
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昭
和
十
八
年
四
月
十
五
日
、
海
軍
志

願
兵
と
し
て
佐
世
保
に
入
隊
し
、
宮
崎

笠
原
飛
行
場
で
訓
練
を
受
け
る
。

更
に
十
九
年
一
月
に
台
湾
新
竹
飛
行

場
で
実
戦
訓
練
を
受
け
、
同
年
五
月
サ

イ
パ
ン
島
到
着
。
ソ
ロ
モ
ン
群
島
ア
号

作
戦
に
参
加
準
備
中
、
六
月
十
五
日
か

ら
米
軍
の
上
陸
作
戦
が
開
始
さ
れ
た
。

二
回
の
作
戦
は
防
い
だ
が
、
三
回
目
に

は
多
数
の
上
陸
用
舟

艇

と

水

陸

両

用

戦

車

司

の
上
陸
に
敗
れ
、
七

97

月

上

旬

に

最

後

の

総

第

>>>

C
浜
に
折
り
重
な
っ
て

、
こ
。

し

t私
も
砲
弾
の
た
め
浜
に
打
ち
上
げ
ら

れ
、
・
気
が
付
い
た
頃
に
は
元
気
な
兵
隊

は
居
ら
ず
、
所
々
で
わ
ず
か
な
う
め
き

声
が
聞
こ
え
る
の
み
で
あ
っ
た
。

左
足
に
傷
を
負
っ
て
い
た
私
は
夜
通

し
足
を
引
き
ず
り
、
や
っ
と
の
思
い
で

野
戦
病
院
に
着
い
た
が
、
そ
こ
に
は
動

く
こ
と
の
で
き
な
い
重
傷
患
者
が
ほ
と

ん
ど
で
手
の
付
け
よ
う
が
な
か
っ
た
。

や
が
て
野
戦
病
院
に
さ
れ
て
い
た
洞
窟

も
艦
砲
と
戦
車
砲
の
攻
撃
で
跡
形
も
な

予
子
林

く
飛
び
散
っ
て
し
ま
っ
た
。
私
も
全
身

に
破
片
を
受
け
、
動
け
な
く
な
り
、
小

さ
な
穴
に
入
り
込
ん
だ
。

数
日
は
何
も
口
に
す
る
こ
と
も
出
来

な
か
っ
た
。
そ
の
時
死
は
覚
悟
し
て
い

た
が
、
せ
め
て
腹
一
杯
水
が
飲
み
た
い

と
思
い
続
け
た
。
傷
口
は
暑
さ
の
た
め

腐
り
、
ウ
ジ
虫
が
湧
き
始
め
た
。
幸
い

に
大
雨
が
降
り
、
雨
水
の
流
れ
を
口
に

す
る
こ
と
が
出
来

ャ、

J

た
。
そ
の
う
ち
足

t
て

t

に
残
っ
て
い
た
砲

`
i
-

弾
の
破
片
が
出
て
、

ァ

少
し
歩
け
る
よ
う

m
に
な
っ
た
。

テ

今
度
は
飯
を
腹

)

―
杯
食
い
た
い
と

｀

思
い
な
が
ら
ジ
ャ

ン
グ
ル
を
歩
い
た
。

十
日
位
し
て
戦
友

に
出
会
う
。
戦
友
の
持
っ
て
い
た
飯
合

の
飯
を
分
け
て
も
ら
っ
て
食
べ
た
そ
の

時
、
始
め
て
生
き
て
い
る
こ
と
が
実
惑

出
来
た
。

足
の
傷
は
次
第
に
良
く
な
り
、
戦
友

三
人
の
ジ
ャ
ン
グ
ル
生
活
が
始
ま
っ
た
。

夜
は
食
糧
集
め
に
、
昼
は
敵
の
攻
撃
の

裏
を
か
く
毎
日
が
続
い
た
が
、
バ
ナ
ナ
・

パ
パ
イ
ヤ
・
タ
ピ
オ
カ
が
豊
富
で
助
か
っ

こ。t
 終
戦
と
同
時
に
飛
行
機
で
敗
戦
を
知

ら
せ
る
ポ
ツ
ダ
ム
条
約
を
説
明
し
た
ビ

堀

内

英

雄

(70
歳

生
還
に
よ
り
戸
籍
復
活
、
農
に
生
き
る

ラ
が
撒
か
れ
た
。
し
か
し
信
ず
る
こ
と

は
出
来
な
か
っ
た
。
反
面
、
砲
撃
は
び

た
り
と
止
り
、
す
っ
か
り
静
か
に
な
り

夜
も
眠
れ
始
め
た
。
本
当
に
戦
争
は
終

わ
っ
た
の
か
と
思
う
よ
う
に
も
な
っ
た
。

九
月
二
日
、
調
印
式
の
日
に
最
後
の

呼
び
出
し
が
あ
っ
た
。
私
の
知
っ
て
い

る
将
校
で
あ
る
。
一
緒
に
居
た
三
人
は

意
を
決
し
て
捜
索
隊
の
所
に
山
を
降
り

た
。
ア
メ
リ
カ
兵
が
タ
バ
コ
を
呉
れ
た
。

収
容
所
で
の
生
活
が
始
ま
っ
た
。

昭
和
二
十
一
年
十
二
月
、
独
身
で
あ
っ

た
た
め
、
最
後
に
回
さ
れ
て
い
た
復
員

船
で
浦
賀
に
上
陸
し
、
日
本
の
味
噌
汁

を
飲
ん
で
生
還
を
実
惑
し
た
。

以
上
が
一
万
七
千
百
円
の
一
時
恩
給

で
か
た
が
つ
い
た
私
の
三
年
八
カ
月
の

兵
役
の
概
略
で
す
。
故
郷
に
帰
る
と
、

私
は
十
九
年
七
月
六
日
、
南
洋
群
島
方

面
に
お
い
て
戦
死
し
た
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。
役
場
で
「
生
還
に
よ
り
復

活
」
と
改
め
ら
れ
た
戸
籍
を
貰
っ
て
名

実
と
も
に
生
還
し
ま
し
た
。

結
婚
し
て
、
仕
事
は
酪
農
・
養
蚕
・

水
稲
を
主
に
し
た
農
業
を
や
っ
て
い
く

つ
も
り
で
し
た
が
、
昭
和
二
十
七
年
、

横
林
村
農
協
予
子
林
支
所
に
欠
員
が
で

き
、
そ
の
職
員
に
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

三
十
年
、
肱
川
農
協
に
合
併
す
る
わ
け

で
す
が
、
専
務
理
事
と
し
て
の
三
期
九

年
間
を
最
後
に
、
今
年
の
四
月
ま
で
、

通
算
四
十
五
年
の
長
ぎ
に
わ
た
っ
て
農

業
に
携
わ
っ
て
く
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
運
が
良
か
っ
た
と
し
か
言
い
よ
う

の
な
い
私
の
復
活
人
生
、
あ
り
が
た
い

こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

数
学
の
問
題
に
有
名
な

「
ゼ
ノ
ン
の
パ
ラ
ド
ッ
ク

ス
」
と
い
う
の
が
あ
る
。

世
界
一
足
の
速
い
ギ
リ
シ
ャ

神
話
の
英
雄
ア
キ
レ
ス
と

亀
が
競
争
す
る
話
で
あ
る
。

先
に
走
り
だ
し
た
亀
を
、

一
時
間
後
に
ア
キ
レ
ス
が

追
う
。
亀
が
一
時
間
か
け

て
走
っ
た
と
こ
ろ
ま
で
追
い
つ
い
た

時
に
は
、
亀
は
も
う
少
し
先
に
行
っ

て
い
る
。
そ
の
地
点
に
到
達
し
た
時

は
、
亀
は
も
う
ち
ょ
っ
と
先
に
：
．
．
．
．
o

現
実
に
は
あ
り
得
な
い
逆
説
で
は
あ

る
が
、
近
ご
ろ
、
ひ
ょ
っ
と
し
て
こ

の
よ
う
な
事
実
が
あ
る
の
で
は
な
か

ろ
う
か
と
考
え
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
が

あ
る
。そ
れ
は
「
平
和
」
に
つ
い
て
で
あ
る
。

フ
ラ
ン
ス
の
核
実
験
の

ニ
ュ
ー
ス
や
、

戦
後
五
十
年
に
あ
た
っ
て
改
め
て
平

和
へ
の
取
り
組
み
の
問
題
提
起
が
な

さ
れ
た
。
多
く
の
雑
誌
・
書
籍
に
も

戦
中
戦
後
の
体
験
談
が
掲
載
さ
れ
る

が
、
悲
惨
な
思
い
出
や
辛
酸
を
な
め

た
苦
労
話
が
ほ
と
ん
ど
で
、
果
た
し

て
、
平
和
に
直
結
す
る
主
張
と
考
え

る
の
は
、
あ
ま
り
に
も
短
絡
的
で
は

な
い
で
あ
ろ
う
か
。

た
ま
た
ま
ノ
ン
ヒ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作

家
の
足
立
倫
行
氏
の
エ
ッ
セ
イ
に
目

を
ひ
か
さ
れ
た
。
要
約
す
る
と
、
彼

青 年 部雑 感

が
台
湾
の
観
光
旅
行
団
と
一
緒
に
沖

縄
の
「
ひ
め
ゆ
り
の
塔
」
を
訪
れ
て
慰

霊
碑
に
花
を
さ
さ
げ
合
掌
し
よ
う
と

促
し
た
と
き
、
彼
ら
は
「
若
い
女
の

集
団
自
決
に
、
な
ぜ
私
た
ち
が
哀
悼

せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
か
。
戦
争
の
犠

牲
者
と
い
う
な
ら
、
五
十
年
問
植
民

地
支
配
さ
れ
た
私
た
ち
こ
そ
犠
牲
者

だ
。
合
掌
す
る
必
要
は
な
い
。

」
と

台
湾
人
観
光
客
の
大
半
は
ま
っ
す
ぐ

バ
ス
に
帰
っ
た
と
い
う
。
ま
さ
に
我
々

の
心
の
す
ぎ
間
に
グ
サ
リ
と
突
き
剌

さ
る
手
厳
し
い
言
葉
で
あ
る
。

我
国
が
戦
後
ゼ
ロ
か
ら
出
発
し
、

よ
う
や
く
経
済
大
国
に
成
長
し
、
こ

れ
か
ら
は
近
隣
諸
国
の
人
た
ち
と
手

を
携
え
て
平
和
の
実
現
に
尽
く
す
決

意
で
も
、
相
手
は
手
の
届
か
な
い
距

離
に
い
る
。
な
お

一
層
の
努
力
を
尽

く
し
、
国
際
奉
仕
に
積
極
的
に
参
加

し
て
、
引
ぎ
離
さ
れ
た
距
離
を
縮
め

た
つ
も
り
で
も
、
ま
だ
ま
だ
：
・・:
0

冒
頭
に
引
用
し
た
「
ゼ
ノ
ソ
の
パ
ラ

ド
ッ
ク
ス
」
さ
な
が
ら
の
現
実
で
あ

る
。
た
と
え
我
々
の
知
ら
な
い
時
代

に
行
わ
れ
た
植
民
地
政
策
の
犯
罪
で

あ
っ
て
も
、
誠
意
を
尽
く
し
て
謝
罪

す
る
責
任
と
義
務
が
あ
る

こ
と
の
認

識
を
、

一
人

ひ
と
り
の
心
底
に
定
着

さ
せ
る
こ
と
か
ら
真
の
平
和
が
も
た

ら
さ
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

山

内

光

郎

「
平
和
」
に
つ
い
て
考
え
る
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「公開授業」肱川中学校

小
学
校
三
瀕
一
高
君
、

肱
川
中
学
校
杉
村
朋
美

さ
ん
、
大
洲
高
校
肱
川

分
校
三
浦
美
保
さ
ん
、

保
護
者
代
表
松
田
龍
明

さ
ん
、
事
業
所
代
表
肱

川
町
役
場
職
員
組
合
大

井
章
裕
さ
ん
が
そ
れ
ぞ

れ
自
分
の
実
体
験
等
を

も
と
に
発
表
さ
れ
ま
し

こ。t
 

ゆ

き

と

し

続
い
て
横
川
遊
亀
寿

先
生
が
「
一
人
ひ
と
り

の
幸
せ
を
祈
っ
て
ー

人
権
は
学
び
あ
っ
て
つ

第
六
回
「
熱
き
風

心
を
開
く
人
権
集
会
」

を
十
一
月
八
日
実
施
し

ま
し
た
。
午
前
中
は
、

中
野
・
大
谷
の
小
学
校

及
び
肱
川
中
学
校
の
公

開
授
業
、
午
後
は
肱
川

中
学
校
体
育
館
に
お
い

て
全
体
会
を
行
い
ま
し

た
。
午
後
の
全
体
会
に

は
、
町
内
外
あ
わ
せ
て

約
四
百
二
十
名
が
集
ま

り
、
岩
田
大
会
長
の
あ

い
さ
つ
の
後
、
「
私
の

主
張
」
と
題
し
、
中
野

霧瞬 (20)

講演中の横川先生 「私の主張」を発表する皆さん

t
l
,
 羹

し
(
)
、
?f
'ら[
0
4゚

編集•発行

肱川町公民館
B (0893) 34-2307 

く
る
も
の

ー
」
と
題
し
、
い
ろ
い
ろ
な

例
を
上
げ
ま
た
、
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
な

が
ら
講
演
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
後
日
、

冊
子
と
し
て
配
布
し
ま
す
の
で
ご
覧
く

だ
さ
い
。

大
谷
文
楽
満
喫

大
谷
文
楽
公
演
を
十
一
月
五
日
、
岩

谷
小
学
校
講
堂
で
行
い
ま
し
た
。
当
日

は
岩
谷
っ
子
ま
つ
り
と
明
老
大
学
も
同

時
に
開
催
さ
れ
約
百
名
が
鑑
賞
し
ま
し

た
。
当
日
は
、
「
傾
城
阿
波
の
鳴
門
八

段
目
巡
礼
歌
の
段
」
と
「
御
所
桜
堀
川
夜

討
三
段
目
弁
慶
上
使
の
段
」
が
上
演
さ

れ
、
巡
礼
歌
の
段
の
お
弓
と
お
鶴
が
再

会
す
る
場
面
で
は
場
内
か
ら
す
す
り
泣

く
声
も
聞
こ
え
ま
し
た
。
小
学
生
か
ら

老
人
ま
で
伝
統
文
化
を
鑑
賞
で
き
よ
か
っ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

R

⑥

 

美
し
い
菊
を
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す

本
年
も
中
居
谷
飛
野
虎
生
さ
ん
よ
り

「
公
民
館
で
菊
の
花
を
飾
っ
て
下
さ
い
。
」

と
申
し
出
が
あ
り
、
早
速
公
民
館
入
口

階
段
に
飾
ら
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
、

行
事
が
あ
る
毎
に
会
場
に
飾
ら
せ
て
頂

い
て
お
り
ま
す
。
ど
う
も
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

R 

R 

郷
土
研
究
ク
ラ
プ
1

会

員

募

集

[
 公

民
館
で
は
こ
の
た
び
、
風
お
こ
し

パ
ー
ト

II
の
一
環
と
し
て
郷
土
研
究
ク

ラ
プ
を
発
足
さ
せ
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

こ
の
会
は
、
肱
川
町
の
自
然
・
集
落

・

産
業
・
経
済
・
交
通
・
観
光

・
歴
史
・

教
育
・
文
化
・
民
俗
等
に
つ
い
て
興
味

が
あ
る
方
達
に
参
加
い
た
だ
い
て
調
査

研
究
を
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

学
問
的
研
究
だ
け
で
な
く
、
お
年
寄

り
や
女
性
に
も
参
加
い
た
だ
い
て
、
戦

前
・
戦
後
の
暮
ら
し
（
衣

・
食
・
住
）
や

年
中
行
事
等
の
体
験
採
録
活
動
も
行
い

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
分
野
に
関
心
が
あ
り
入

会
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
公
民
館
へ
十

二
月
十
五
日
（
金
）
ま
で
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

和
太
鼓
講
座
ご
案
内

次
に
よ
り
和
太
鼓
講
座
を
開
設
し
ま

す。
太
鼓
に
興
味
の
あ
る
方
の
御
参
加
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

一
、
開
設
期
間

平
成
七
年
十
二
月

i
平
成
八
年
三
月

二

、

場

所

肱

川

町

農

業

者

ト

レ

ー

ニ
ソ

グ
セ
ソ
タ
ー

三

、

内

容

講

師

が

和

太

鼓

の

基

礎

を
指
導
し
ま
す
。

四

、

対

象

男

女

年

齢

を

問

い

ま

せ

ん。

五

、

受

講

料

無

料

六
、
問
い
合
わ
せ
申
し
込
み
先

肱
川
町
公
民
館
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謳
璽
一

ユ
ー
カ
ラ
③
ー
ア
イ
ヌ
民
族
の
叙
事
詩
ー

江
戸
時
代
、
北
海
道
に
移
住
し
て
由
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

き
た
日
本
人
（
和
人
）
の
き
び
し
い
圧
一
八
七
三
年
、
地
疎
改
正
条
令
が

政
と
差
別
、
強
制
労
働
、
さ
く
取
に
、
発
布
さ
れ
た
と
き
、
ア
イ
ヌ
民
族
の

ア
イ
ヌ
の
人
た
ち
は
再
―
―
―
立
ち
向
か
強
い
主
張
に
も
か
か
わ
ら
ず
ア
イ
ヌ

い
ま
し
た
が
、
い
つ
も
、
松
前
藩
の
の
狩
猟
場
や
漁
場
は
、
山
林
原
野
と

武
力
の
ま
え
に
屈
服
さ
せ
ら
れ
て
き
み
な
さ
れ
て
皇
室
の
御
料
所
と
し
て

ま
し
た
。
ア
イ
ヌ
の
大
規
模
な
反
乱
没
収
さ
れ
、
後
に
民
間
に
払
い
下
げ

は
一
七
八
九
年
の
ク
ナ
シ
リ
・
メ
ナ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
熊
や
鹿

シ
の
反
乱
が
最
後
の
武
装
蜂
起
と
な
っ
を
獲
る
の
が
む
つ
か
し
く
な
り
、
川

て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
北
海
道
は
幕
で
鮭
を
と
る
と
密
猟
、
山
で
木
を
切

府
の
直
轄
領
地
と
な
り
、
明
治
政
府
る
と
盗
伐
で
処
罰
さ
れ
ま
し
た
。
北

の

支

配

下

に

入

り

ま

し

た

。

海

道

の

近

代

化

は

、

ア

イ

ヌ

の

窮

乏

明

治

以

後

の

ア

イ

ヌ

と

貧

困

の

上

に

た

っ

て

進

め

ら

れ

て

明
治
政
府
は
、
一
八
六
九
年
、
北
き
た
の
で
す
。
一
八
九
九
年
、
（
明

海
道
開
拓
使
を
お
ぎ
、
エ
ゾ
地
を
北
治
三
十
二
年
）
「
北
海
道
旧
土
人
保
護

海
道
と
名
前
を
変
え
る
と
同
時
に
、
法
」
を
制
定
し
保
護
し
よ
う
と
し
ま

「
場
所
請
負
制
度
」
を
廃
止
し
ま
し
た
。
し
た
が
、
そ
の
結
果
は
ア
イ
ヌ
に
農

し
か
し
、
政
府
は
幕
府
の
方
針
を
受
業
を
押
し
つ
け
狩
猟
や
漁
業
を
禁
じ
、

け
つ
い
で
い
っ
そ
う
徹
底
し
た
同
化
ア
イ
ヌ
語
さ
え
も
禁
止
し
た
の
で
す
。

政
策

(11差
別
）
を
推
進
し
ま
し
た
。
ア
イ
ヌ
固
有
の
信
仰
や
文
化
は
消
え

「
解
放
令
」
告
布
に
際
し
て
ア
イ
ヌ
は
去
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

平
民
の
中
に
組
み
入
れ
ら
れ
ま
し
た
一
九
三
七
年
（
昭
和
十
二
年
）
に
改

が
、
従
来
の
蔑
視
観
を
も
ち
つ
づ
け
、
正
さ
れ
た
「
北
海
道
旧
土
人
保
護
法
」

「
旧
土
人
」
と
よ
ば
れ
て
差
別
さ
れ
ま
は
、
各
方
面
の
反
対
運
動
に
も
か
か

し
た
。
明
治
政
府
は
、
富
国
強
兵
を
わ
ら
ず
今
も
存
続
し
、
ア
イ
ヌ
に
対

旗
印
に
資
本
主
義
育
成
政
策
を
と
り
す
る
い
わ
れ
な
き
差
別
の
湿
床
に
な
っ

ま
す
が
、
そ
の
一
環
と
し
て
土
地
を
て
い
ま
す
。
戦
後
の
農
地
改
革
で
も
、

私
有
財
産
に
す
る
政
策
も
進
め
ら
れ
全
体
の
八
十
％
が
不
在
地
主
の
士
地

ま
し
た
。
こ
の
と
ぎ
、
ア
イ
ヌ
の
生
と
し
て
奪
わ
れ
ま
し
た
。

活
権
は
完
全
に
奪
い
と
ら
れ
て
し
ま
現
在
も
ア
イ
ヌ
に
対
す
る
差
別
と

い
ま
し
た
。
狩
猟
権
や
漁
業
権
は
も
偏
見
は
残
っ
て
お
り
、
日
本
人
全
体

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
居
住
権
さ
え
も
自
の
大
き
な
課
題
な
の
で
す
。
（
完
）

秋晴れのもとお四国学級
修天を各おでに皆しと実ら三
す候広地参そ着さま徳施二年お
るにめのりれくんし島し十目四
こもて名しぞと慣たのま日
と恵い所てれ本れ°三しま

;国
がままもし‘般堂た三十たで
でれし見ま•若‘も年二°の＋

級

き‘た学し心大の目ケ今四月第
‘元゜しだ経師でに寺回泊十十
本気今‘ を堂‘なをは五六ニ

ま当で回見 唱のおる巡香日日期
た

に研は識、え前寺と拝川でか生

）

川

柳

と

俳

句

の

ち

が

い

5
 
2

～
は
、
川
柳
は
口
語
体
、
季

（

会〇
語
が
い
ら
な
い
。
主
に
人

岡
1
の
言
動
を
詠
む
。

ヽ
し

俳

句

は

文

語

体

、

季

語

ま
が
必
要
。
主
に
風
景
、
花

入
珈

力

月

等

を

詠

む
。
こ
れ
で
あ

nu
～
る
。

簡

レ

従

っ

て

川

柳

は

普

通

話

す
言
葉
で
現
す
こ
と
が
こ
と
が
大
切

で
あ
る
。
あ
ま
り
む
つ
か
し
い
言
葉

は
使
わ
な
い
様
に
。
と
か
く
俳
句
調

に
な
り
や
す
い
。

．．． 

0

レ
ン
ト
ゲ
ソ
も
し
も
が
よ
ぎ
り

待
っ
不
安
．．． 

0

レ
ソ
ト
ゲ
ン
も
し
も
と
思
い

待
つ
不
安
．．． 

0

深
夜
ベ
ル
も
し
も
が
よ
ぎ
る

胸
騒
ぎ

•••••• 
こ
の
よ
ぎ
る
を
と
思
い
と
す
れ
ば
、

や
わ
ら
か
く
な
り
、
普
通
の
言
葉
と

な
る
。

．． 

0

陽
の
光
梅
雨
あ
け
近
ぎ
を

思
わ
せ
る

．
．
．
．
 

近
き
は
近
い
に
し
た
ら
良
い
。

．． 

0

盆
近
し
孫
の
花
火
を
買
っ
て
待
っ

•••• 
近
し
は
近
い
で
良
い
。
．． 

0

夏
の
宵
花
火
に
集
う
祭
り
人

．． 

花
火
に
集
う
…
花
火
見
に
来
る

．． 

0

雨
雲
に
一
雨
の
期
待
裏
切
ら
れ

．
．
．
．
．
 

一
雨
（

い
ち
う
）
の
期
待
は

一
と
雨
期
待
と
し
た
ら
口
語
体
に

な
る
。こ
の
よ
う
に
、
少
し
考
え
て
漢
語

の
方
が
使
い
や
す
い
様
で
も
、
口
語

体
に
す
る
事
、
‘
読
ん
で
見
て
、
ど
こ

か
が
お
か
し
い
と
思
わ
れ
る
の
は
文

語
体
が
ま
じ
っ
て
い
る
か
ら
で
、
よ

く
注
意
を
し
て
ほ
し
い
。

よ
い
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

来
年
は
最
終
年
、
高
野
山
で
す
。

い
じ
め
、
登
校
拒
否
、
体

罰
と
い
っ
た
学
校
教
育
が
直

面
し
て
い
る
様
々
な
問
題
に

対
し
て
、
も
は
や
学
校
の
中

で
は
解
決
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。

一
方
、
変
化
の
激
し
い
情
報

社
会
に
あ
っ
て
は
、
将
来
本

当
に
役
立
つ
基
礎
・
基
本
が
学
校
教
育

だ
け
で
培
わ
れ
る
こ
と
が
期
待
で
き
な

い
と
い
う
意
見
も
出
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
地
域
に
開
か
れ
た
学
校
づ

く
り
を
目
指
す
こ
と
で
、
家
庭
や
地
域

と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
問
題
解
決
を

図
ろ
う
と
い
う
動
き
が
全
国
い
た
る
と

こ
ろ
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

そ
の
先
進
的
な
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
。

柱
は
「
ふ
れ
あ
い
教
室
」
「
地
域
の
教
育

カ
の
活
用
」
「
学
校
教
育
の
地
域
へ
の
貢

献
」
の
三
つ
で
、
各
学
校
ご
と
に
自
主

的
に
進
め
る
こ
と
が
基
本
で
あ
る
。

各
学
校
で
は
、
学
校
・
家
庭
・
地
域

の
代
表
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー

ル
委
員
会
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
事
業
は
、
委
員
会
で
年
間
計
画

が
作
ら
れ
実
施
さ
れ
る
。
事
業
に
つ
い

て
の
経
費
は
市
で
予
算
措
置
が
な
さ
れ

て
い
る
。
具
体
的
な
活
動
の
事
例
と
し

て
、
あ
る
小
学
校
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
お
母
さ
ん
が
、
読
み
聞
か
せ
や
紙

芝
居
、
学
校
の
お
ま
つ
り
の
手
伝
い
を

し
て
い
る
。
別
の
学
校
で
は
、
地
域
の

老
人
会
に
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
指
導
を
し

て
も
ら
い
、
毎
年
親
子
三
世
代
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
大
会
も
開
か
れ
て
い
る
。
ま
た

郷
士
の
昔
話
を
話
し
て
も
ら
っ
た
り
も

し
て
い
る
と
言
う
。
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椋語で風おこし

総国鵬

交通安全 • 町 PR標語入賞作品

鯛躙 (22)

交通安全の部

学校名 学年 氏名 作 品 名

中野
3年 山口まり絵

あぷないよ タイヤないてる
小学校 急カープ

中野
4年 冨永佳識 おうだん歩道大きな目玉で

小学校 かくにんを

正山 4年 谷本道子 急いでも 忘れずかくにん
小学校 右左

正山
1年 あさいもえ

ちょっとのちゅういで
小学校 大きなしあわせ

大谷 4年 竹田祐佳 ドライバー 心に顔に
小学校 ゆとりあれ

岩谷
6年 松田龍法

スピード違反
小学校 あの世に超特急

予子林 5年 宮田 工 あと5分あせる気持ちが
小学校 事故のもと

肱川
1年 藤中聖子 信号赤無信視号 あなたの心の

中学校

肱川 1年 北川暁子 私たちには命が一つしかないこと
中学校 を分かってますか

肱川
2年 城戸あゆみ 油断せず心のベルト再確認

中学校

肱川
3年 石川健一 守ろう）レール 守ろう自分の命

中学校

肱川町 pRの部

学校名 学年 氏名 作 品 名

中野
3年 渡辺優美

さわやかな風と出会いが
小学校 起こる町

中野
6年 笹木健吾 肱川町緑いつばい風の町

小学校

正山
4年 栗木 豊

肱川の清き流れと
小学校 みどりの里

正山
6年 竹本咲子

みんなして 明るい肱川
小学校 風起こし

大谷
3年 谷本まい

美しい川とみどりの
小学校 肱川町
右L.J—’ 合ノ‘ 
5年 和気真弓 肱川咲町 しゃくなげきれいに

小学校 いている

予子林 5年 清水綾子 さわやかな風の吹く町
小学校 肱川町

肱）II
1年 岩田恵梨香

やさしい自然と 人情がかおる
中学校 風の町

肱川
1年 井脇清美

肱川町風とやさしさ
中学校 あふれてる

肱川
2年 岩田耕司

さわやかな風と笑顔の
中学校 肱川町

肱川
2年 冨永健二 風といっしょに笑顔も運ぷ

中学校 肱川IBJ

諒
ひ
じ
建
（
久
保
田
仁
之
社
長
）
は
、

こ
の
ほ
ど
国
道
沿
い
の
自
社
倉
庫
壁
面

に
、
町
の

P

R
及
び
交
通
安
全
を
呼
び

か
け
る
標
語
を
掲
示
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
標
語
は
、
町
内
の
小
中
学
校
児

童
生
徒
に
「
標
語
で
風
お
こ
し
」
を
し
よ

う
と
呼
び
か
け
た
も
の
で
、
二
六
六
点

の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
内
、
町

内
校
長
会
で
選
ば
れ
た
、
各
十
一
の
作

品
を
掲
示
し
た
も
の
で
す
。
大
き
く
名

前
入
り
で
掲
示
さ
れ
た
標
語
は
、
「
風

の
町
の

P

R
と
交
通
安
全
運
動
」
に
大

き
く
役
立
つ
こ
と
で
し
ょ
う
。

記録に挑戦
,.
 

川上地区小学校陸上競技大会

川上地区小学校陸上競技会が、 10月12日、肱川町民グラウソドにおいて開催さ

れました。当日は、町内五つの各小学校と河辺小学校より選手が参加し、記録に

挑戦しました。結果は次のとおりです。

平成7年度川上地区小学校陸上競技大会成績表

こ
順位

1 位 2 位 3 位 4 位 5 位 6 位

記録氏名校記録氏名校記録氏名校記録氏名校記録氏名校記録氏名校

男子60m(4年以下） 10"4 沖野太亮 中 10"5東慶一郎 予 10"6 藤原裕也 正 10"6 上田侑弘 大 10"6 藤田秀幸 予 10"6 松田浩二 河

女子60m(4年以下） 10"6 五頭友美 河 10"7 田中麻衣 河 10"8 山田美幸 正 10"8 三瀕瑠美子 中 10"9石戸美鈴 正 ll"O 井上ゆかり 中

男子60m 9"4 塚野龍平 河 9"5 高橋敏夫 正 9"6 山田 勝 正 9"7 上川恵二 予 g"g 宮田 大予 10"2 山内 隆中

女子60m 9"6 東 由起 予 g"g 冨永宏美 河 10"0 山崎なつみ 河 10"3 智葉早苗 正 10113 片岡真由美 正 10"4 増田智子 予

男子lOOm(4年生以下） 17110 東慶一郎 予 17"1 中野賀津記 中 l7’'5上岡弘侑 中 17"7 藤田秀幸 予 17"8 上田侑弘 大 17"8 藤原裕也 正

女子lOOm(4年生以下） 17"3 田中麻衣 河 17"8 山田美幸 正 17"8 沖野祐子 中 17"8 中津恵美 河 18"2 大野多恵子 正 18"5 冨永佳織 中

男子100m 15"6 山下 翼 予 15"7 富永勇太 河 15"8 高橋敏夫 正 15"9 上川恵二 予 16"3 河野一樹 正 16"6 森田将太 中

女子100m 15"7 森さゆり 中 15"9藤田洋子 予 16"1 浦野亜希 河 17"0 智業早苗 正 17"1 東真理子 予 17"2 片岡真由美 正

男子60mハードル 10"3 三瀕一高 中 ll"4 宮田 大 予 ll"4 山下 翼 予 ll’'7 高尾直人 大 12"4 二宮紳一郎 中 12"6 上田健太郎 正

女子60mハードル 11"0 藤田洋子 予 ll"O 東 三千代 予 11"9 田中恵子 河 12"5 谷本理恵 正 13"0 中津真美 河 13"4 三瀕瑠美子 中

男子走り幅跳び 3m73 山内 隆 中 3m55 塚野龍平 河 3m47 河野 一樹 正 3m47 高岡正幸 予 3m42 中野晴夫 中 3m38 上田健太郎 正

女子走り幅跳び 3m63 森さゆり 中 3m61 竹本咲子 正 3m52 浦野亜希 河 3m42 東 由起 予 3m25 中野みゆき 河 3m23 高橋朋子 正

男子ソフトボール投げ 50m91 宮岡寿和 中46m66 山下裕介 予45m82 二宮紳一郎 中39m43 田中正太 河38m03 富永勇太 河36m72 谷本和也 正

女子ソフトボール投げ 42m68 松岡良美 中39m75 東三千代 予33m02 東真理子 予32m20 田中恵子 河30m79 山崎在つみ 河29m19 竹森庶衣 岩

男子走り高跳び 130cm 三瀕一高 中 115cm 宮岡寿和 中 115cm 宮田 工 予 110cm 山田 勝 正 105cm 高尾直人 大 105cm 梅木元明 河

女子走り高跳び 125cm 松岡良美 中 120cm 中野みゆき 河 120cm 冨永宏美 河 110cm 竹本咲子 正 95cm 谷本理恵 正 95cm 丸山あずさ 中

男子400mリレー 63”3 中野小学校 63"6 予子林4洋校 64’'6 正山小学校 64"9 河辺小学校 69"2 大谷小学校

女子400mリレー 63"6 予子林4洋牧 65"1 河辺小学校 67"1 中野小学校 67"3 正山小学校 76"8 大谷小学校
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こんなお店はいかが？？

シュラスコ料理

PANTANAL 
一置．1.I凰’.I|19』ー
0食べ放題コース………2,200円

0食べ飲み放題コース…3,000円

青年団だより

ばし
一番町通り

よ
一番町

:•… .....4 営業時間 卜•…•••••:

： ●A M 11 :.30~ P M 2 : 00 : 
（ランチバイキング）

●PM  5 :oo~ P Ml0:30 
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11月ももう後半。
本当、寒くなってきました。こんな時お肉を食べて冬

をのりきりましょ。

クリスマスだけでなく、．忘年会・新

年会そして土日を利用してお友達やカッ

プルと行ってみませんか。

きっと満足していただける所、また

行きたいなって思える所だと思います。

どんな所なのか、行ってからのお楽

しみ！。

・三越
松山店

二番町

リベラジオーネ． スペース・
バンタナー

一●シネマサンシャイン 町

山

番

大

街

道

三

もちろんお酒はピールから、洋酒・日本酒、女

性に人気のフィズなどもあるから、ピールのきら

いな方でも大丈夫。

でもお酒を飲んだら車の運転はしないようにね。

肱
川
の
若
者
諸
君
！
こ
ん
に
ち
は
。

朝
、
起
き
る
の
が
、
め
っ
き
り
つ
ら

い
季
節
に
な
り
ま
し
た
ね
。
み
な
さ
ん

は
ど
う
で
す
か
？
つ
い
つ
い
ふ
と
ん
か

ら
出
る
の
が
つ
ら
く
て
あ
と

1
分
、
あ

と
1
分
っ
て
し
て
い
る
間
に
時
間
は
経
っ

尋ご ”fP心とれんどカラオケ蘭座
編¢ これからの季節、宴会が多い時期ですね。そこで少しでもみなさんのお役

集 t に立てばって思っています。参考にして下さいね。

？ ；這 a-◇愛が生まれた日 ／藤谷美和子・大内義昭 ●うれしい！たのしい！大好き！
ば n /Dreams comeTrue 

な ◇もしかしてPARTII/1J淋幸子美樹克彦 ●イノセントワールド ／Mr. Children 

し ？ ◇男と女のラブゲーム ／葵司朗日野美歌
名 'n/匹 rn r月凡1:n /匹:n rpfpn 

て
し
ま
い
、
気
つ
く
と
「
あ
ー
遵
れ
る
ー
つ

つ
。
」
っ
て
走
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
く

な
っ
て
し
ま
う
ん
で
す
よ
ね
。
そ
こ
で

「
も
っ
と
早
く
起
き
て
れ
ば
」
と
後
悔
す

る
も
の
で
す
。
そ
れ
で
も
、
ま
た
同
じ

こ
と
毎
日
繰
り
返
す
の
で
あ
る
。
そ
れ

で
は
ま
た
。

⑥⑥⑥⑥⑤⑤⑤ 
青年団から2人めでたく結婚されました。

•10月 29日（日）
思田 敏幸さん
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1 2月 の行事予定

1 防火デー 15 定例部落長会

1 民生委員会（保健セソタ ー） 21~22 町議会定例会

5 行政相談 22 農業委員会

5,20 心配ごと相談 25 税金等出張受入れ

10 大谷ふるさとまつり（大谷小学校他） 28 仕事納め

10 農業祭（予子林小学校） 28~30 消防団年末夜警

13 明老大学 下旬 特別町民「風のパッケージ」発送

12月の日曜 ・祝日当直医

日 当 直 医 電 話

3 日 堀 J 11 医 院
43- 0555 

（内子町20区）
拿久 靡 医 院

（日）
（ 谷 ） 

25- 0158 愛媛県立薗書泊ト
玉r 来 医 院 - 41 

10日
（内子町 5 区）

44- 2248 7, 11, 2 4 レド
肱 JI I 医 院

（日）
（ ．自9 ^ 9 田 ） 

25- 2915 卜

17日 小 J 11 医 院 44- 2815 !~ 
（内子町 9 区）

巫ヽ

（日）
瀬 医 院

26- 0003 （八 多 喜）

23日
古 JI I 医 院

44- 2407 ▽ 

悶>
（内子町 6 区） 日

（土） 松尾産婦人科医） 院 24- 5803 時（中村

24日 町 田 医 院
43-0211 

後午 1 2 （内子町 7区）

大野内科医院
｝月

（日） （片 原 町）
24- 6800 4 1 5 

成 田 医 院
時時日

31日
（内子町大瀬）

47-0061 3 0 3 0 ヘ火

中塚内科医院
分分-

（日） （西 大洲）
24- 0606 

菟

※変更になる場合がありますので、前もって
連絡してからお出かけください。

協

生

沖

田

夏

五

郎

さ

ん

(94
歳

中

野

植

木

房

子

さ

ん

(74
歳

瓜

生

谷

栗

田

良

穂

さ

ん

(78
歳

や

す

ら

か

に

9
/
2
4
池
田

あ
き

ほ

秋
穂
ち
ゃ
ん
（
山
槌

救 急 病

院

曜日 病 院 名 電 話

月 ・火 市立大洲I病院 24- 2151 

水 加戸病院 24- 5101 

木～金 大洲中央病院 24- 4551 

▽

場

所

▽

時

間

午
後
1
時
3
0
分

ー

4
時
3
0
分

肱
川
町
公
民
館

二
階
青
年
室

9
/
20
藤
原
灼
理
ち
ゃ
ん
（
中
居
谷
―
◎
心
配
ご
と
相
談
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時

間

午前
9
時
30
分
？

午
後

12
時
30
分

12
月
13
日（水）
＿保
健
セ
ン
タ
ー

日

程

場

所

12 12 
相

月 月
20 5 

談
日 日
ヘ ，ー、

水 火 日
ヽ ヽ

山角 桜福
担

本田 田田 当
相

節和 徳 談

子三 香保
員

目。CI坦

21月21月17 2 2月120月14 2 日

日日 日日

‘̀ 木―-‘＇‘‘木―’ 、水ヽ9 、月ク 程

内 大

子 洲 場

町 商

商
工
会

工 議 所
会 所

面
圏
U
匿
函
国

◎
社
会
保
険
出
張
相
談
所

肱
川
町
公
民
館

二
階
青
年
室

▽

相

談

員

福

田

保

委

員

※
自
宅
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

6
三
四
ー

ニ
五

0
八

◎
幼
児
教
室

▽
場

所

12
月
12
日
（火）

午
前
9
時
ま
で
に

▽

場

所

保

健

セ

ソ

タ

ー

▽
登
録
し
て
あ
る
犬
を
出
さ
れ
る
場
合

は、

印
鑑
．
鑑
札

・
予
防
注
射
済
票

を
持
っ
て
ぎ
て
く
だ
さ
い
。

▽
日

時

◎
不
用
犬
の
引
取
り

▽
収
集
日

12
月
15
日
（
金
）

（
出
す
の
は
1
2
月
14
日
中
に
）

▽
収
集
地
区

上
森
山

・
八
重
栗
・
正
山
地
区

見
の
越

・
月
野
尾
・
京
造

・
鹿
野
川

中
野

・
岩
谷
・
予
子
林

◎
12
月
の
不
燃
物
収
集 時

間

＿午
後
1
時

ー

1
時
3
0
分

12
月
26
日（火）
＿保
健
セ
ン
タ
ー

日

程

場

所

◎
三
種
混
合
予
防
接
種

12
月
11
日（月）
＿保
健
セ
ン
タ
ー一
午前
9
時
30
分
？

日

程

一
場

所

一

時

間

◎
元
気
印
教
室

時

間

＿午
後
1
時
ー

3
時
3
0
分

12
月
14
日（木）
＿保
健
セ
ン
タ
ー

日

程

場

所

◎
リ
ハ
ビ
リ
教
室

時

間

午
前
9
時
3
0
分

ー

12時

12
月
19
日（火）
＿肱
川
町
公
民
館

日

程

場

所

◎
竹
の
子
ク
ッ
キ

ン
グ
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